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は じ め に 

 

 近年の社会環境の急速な都市化は、消防においても、予期せぬ災害

の発生や被害の大規模化をもたらし、一度発生すると住民の生命、財

産に甚大な危険を与えることも予想されます。 

 本市におきましても、こうした社会の変化に的確に対応できるよう

消防力の充実強化に努め「安全で住みよいまちづくり」に総力を挙げ

て取り組んでおります。 

 この年報は、令和７年中及び令和８年４月１日現在の資料を中心に

収録し、将来の参考に資するとともに、消防活動の状況を広く紹介す

るために編集したもので、市民の皆様及び関係者の方に広く活用され、

本市の消防行政についてご理解をいただければ幸いです。 

 

 

 令和８年５月 

 

 

 

田 原 市 消 防 本 部  
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田原市の位置と市勢 
 
田原市は、愛知県の南端に位置しており、北は三河湾、南は太平洋、西は伊勢湾

と三方を海に囲まれた渥美半島のほぼ全域が市域となっています。海岸線の延長は

約１００㎞にも及び、唯一、東側を陸続きに豊橋市と接しています。 
本市の特徴としましては、温暖な特性を活かしながら発展し、農業基盤整備や近

代化施設などの整備により、国内屈指の高生産性農業が展開されている農業のまち

であります。一方、工業では、産業集積地となっている三河港臨海部は、昭和３９

年の重要港湾指定・東三河工業整備特別地域指定を受け、造成地に自動車産業など

多数の企業が進出しました。近年では、風力、太陽光、バイオマス発電施設などの

立地により、再生可能エネルギー産業も進出した工業地帯となっています。 
こうした三河港臨海部の飛躍的な進展とあわせ、風光明媚な海岸線や恋路ヶ浜、

伊良湖岬灯台など情感あふれる海と山に囲まれた美しい自然環境の中で、活発な産

業と豊かな暮らしが共存する「うるおいと活力あふれるガーデンシティ」を進めて

います。 
 
 

名古屋市 

豊橋市 

岐阜県 

長野県 

静岡県 

東経 137°16′00″ 
北緯  34°39′56″ 
面積 191.11Ｋ㎡ 
（令和 8 年 1 月 1 日  

国土地理院による） 

田 原 市

伊勢湾 

三重県 

太平洋 

三河湾 
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田原市の人口・世帯数 

  （令和８年４月１日現在） 

人 口 世 帯 数 男 女 

57,782 人 24,282 世帯 29,851 人 27,931 人 

分団区域別人口・世帯数 

区 域 別 人 口 世 帯 数 

東  部 5,280 人 1,996 世帯 

神  戸 7,090 人 2,979 世帯 

南  部 3,900 人 1,601 世帯 

野  田 2,619 人 979 世帯 

中  部 10,632 人 5,193 世帯 

童  浦 6,941 人 3,360 世帯 

赤 羽 根 5,074 人 1,900 世帯 

泉 3,077 人 1,264 世帯 

福  江 10,021 人 3,830 世帯 

伊良湖岬 3,148 人 1,180 世帯 

合  計   57,782 人 24,282 世帯 

過去１０年間の人口推移 

  人 口 男 女 

平成２９年 63,174 人 31,895 人 31,279 人 

平成３０年 62,841 人 31,791 人 31,050 人 

平成３１年  62,191 人 31,488 人 30,703 人 

令和 ２年   61,564 人 31,106 人 30,458 人 

令和 ３年 60,609 人 30,564 人 30,045 人 

令和 ４年 59,734 人 30,239 人 29,495 人 

令和 ５年 59,229 人 30,105 人 29,124 人 

令和 ６年 58,606 人 29,847 人 28,759 人 

令和 ７年 58,204 人 29,893 人 28,311 人 

令和 ８年 57,782 人 29,851 人 27,931 人 
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　　　 区分
年度

非常備消防費
(千円)

消防施設費
(千円)

災害対策費
(千円)

令和 4年度 128,006 100,816 98,466

令和 5年度 129,475 208,183 763,446

令和 6年度 125,324 412,093 611,578

令和 7年度 124,371 171,718 682,229

令和 8年度 130,091 216,997 136,574

市一般会計 34,920,000 千円 604,340 円 1,438,102 円

　　　　　　区分
年度

当初予算額

令和８年度当初予算額に対する人口・世帯の充当割

消 防 費 の 当 初 予 算 額 内 訳

1,058,630 5,796

1,030,419

1,165,755

1,006,351

572

消 防 費

1,650,493 千円

(人口･世帯数は令和８年４月１日現在)

消　防　費 1,650,493 千円 28,564 円 67,972 円

市一般会計に対する
消防費の割合

人口１人当り １世帯当り

過 去 ５ 年 間 の 当 初 予 算 額

水防費
(千円)

2,213,421 千円

一 般 会 計
　　　　　　区分
年度

常備消防費
(千円)

令和　８年度 34,920,000 千円

令和　５年度 29,540,000 千円

令和　７年度 33,290,000 千円

31,970,000 千円 6.9%

2,108,072 千円

2,118,535 千円 6.4%

令和　６年度

令和　４年度 28,480,000 千円 1,358,279 千円 4.8%

617

1,076

1,139,386 831

7.1%

4.7%
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消 防 の 沿 革 

（町火消時代） 

文政１２年 ８月     田原城下に住む若者たちが相図って、若者控連判状を作り、主とし

て相互修養を行い出火のときは火消夫となって出動した。 

天保１３年        用水桶６個を購入した。 

天保１４年        田原城主から、火事具を与えられ火災消防に当った。 

元治 元年        田原城主から、竜吐水手筒２丁、提灯箱１４箱を貸し与えられ火消

としての内容が整った。 

明治 ５年１０月     出火合図が定められた。 

明治１１年        組合の法被（一重木綿）が新調されると同時に全町にわたり自警消

防が設立されていっそう外形が整った。 

（公設消防時代） 

大正 ３年        松井愛知県知事及び松井警察分署長のすすめにより公設消防組が設

立され、ここに公設消防としての第１歩を踏み出した。 

昭和１４年 ４月     消防組を警防団と改称した。 

昭和２２年 ９月     警防団を消防団と改称した。 

（自治体消防時代） 

昭和２２年１２月     消防組織法公布にともなって、自治体消防として発足した。 

昭和２９年１２月     町村合併により一時解団 

昭和３０年 １月 １日  旧田原町、神戸村、野田村が合併、新しく田原町として発足と同時

に団員９１０名をもって田原町消防団を編成し発足した。 

昭和３０年 ４月     杉山村の一部（大字六連地区）を合併し、団長１、副団長４、分団

数２４、団員数１，０００名の消防団となった。 

昭和３４年 ４月     分団数２３、団員数９４２名に減じた。 

昭和３８年 ４月     ２０分団に編成替え、団長１、副団長２、団員数８８８名となった。 

昭和３９年 ４月     消防団員数を８０８名に減じた。 

昭和４０年 ４月     消防団員数を６９８名に減じた。 

昭和４５年 ４月     消防５か年計画に基づき、役場総務課に係員６名をもって消防係が

置かれた。さらに、６分団に統合編成、団員数６３７名となった。 

昭和４５年 ８月     救急自動車購入、同月１０日から役場消防係による救急業務を開始

した。 

昭和４６年 １月 １日  田原町消防本部を設置 

昭和４６年 ４月 １日  消防団員数を５８９名に減じた。 

昭和４６年１２月２０日  消防本部（署）庁舎竣工 

昭和４７年 ４月 １日  消防署発足。消防本部（署）に消防係を置き、消防職員２４名にて

消防一般業務を開始、団員数を５３０名に減じた。 

昭和４８年 ４月 １日  消防本部に予防係を新設、消防職員２９名となった。 
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昭和４９年 ４月 １日  消防職員３４名に増員 

昭和５１年 ３月３１日  副団長の定数を１名に減じた。 

昭和５３年 １月１５日  (株)石高組から、消防船の寄贈を受けた。 

昭和５４年 ４月 １日  消防職員３６名に増員 

昭和５４年１０月１２日  田原町防火協会から、指揮車の寄贈を受け消防署に配備 

昭和５４年１０月１２日  協栄木工㈱から、携帯無線機の寄贈を受けた。 

昭和５５年 ４月 １日  消防課に危険物係を新設 

昭和５５年１０月２３日  (社)日本損害保険協会から、損保号の寄贈を受け消防署に配備 

昭和５６年 ４月 １日  消防職員３９名に増員 

昭和５６年１０月１３日  協栄木工㈱から、資材搬送車の寄贈を受け消防署に配備 

昭和５７年 ３月２６日  救急指令装置購入、消防本部（署）に配備 

昭和５７年 ４月 １日  消防職員４０名に増員 

昭和５７年 ８月２７日  気象観測装置（デジタルデータ集録装置付）購入、消防署に配備 

昭和５８年 ４月 １日  消防署に警防係を新設、消防職員４１名に増員 

昭和６２年 ６月 １日  消防課の予防係、危険物係を統合し予防危険物係を新設、 

消防署に警防第１係、警防第２係を新設 

昭和６２年 ８月３１日  消防本部（署）庁舎竣工 

平成 元年 １月２５日  訓練塔竣工 

平成 ２年 ４月 １日  消防団員数を４１０名に減じた。 

平成 ５年 ４月 １日  消防職員４４名に増員 

平成 ６年 ４月 １日  消防職員４９名に増員 

平成 ７年 １月１８日  阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）被災地に救助隊延べ２隊６名 

～  １月２３日  派遣（神戸市）  

平成 ７年 ２月２７日  阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）被災地に消火隊員延べ４名 

～ ３月２０日  派遣（神戸市） 

平成 ７年 ４月 １日  消防職員５１名に増員 

平成 ７年１０月１６日  渥美郡赤羽根町長から田原町長へ「消防事務に関する事務の委託に

ついて」の依頼があった。 

平成 ８年 ４月 １日  「消防事務委託研究会」を設置する。 

平成 ９年 ２月１８日  豊橋信用金庫から２Ｂ型救急自動車の寄贈を受け、消防署に配備 

平成１０年 ３月 ３日  愛知県共済生活協同組合から、広報車の寄贈を受け消防本部に配備 

平成１０年 ３月１１日  渥美郡赤羽根町議会において、消防事務の委託に関する議決がされ

た。 

平成１０年 ３月１８日  田原町議会において、消防事務の委託に関する議決がされた。 

平成１０年 ３月２０日  消防緊急通信指令装置購入、消防本部（署）に配備 

平成１０年 ４月 １日  渥美郡赤羽根町長と田原町長との間で、消防広域常備化に伴う消防

事務委託の基本的事項に関する確認書の締結がされた。 

消防職員定数を７１名に改正、消防職員５７名に増員 
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平成１０年 ４月 ２日  渥美郡赤羽根町が消防体制の常備化に係る政令指定を受けた。 

平成１０年１０月 １日  渥美郡赤羽根町長と田原町長との間で、消防事務の委託に関する附

属協定書の締結がされた。 

平成１０年１２月２２日  広域常備消防業務開始に伴う条例改正議決 

平成１１年 ２月２６日  田原町消防署赤羽根分署庁舎新築工事完了 

平成１１年 ３月 ４日  (社)日本損害保険協会から、火災保険号（水槽付消防ポンプ自動

車）の寄贈を受けた。（赤羽根分署へ配置） 

平成１１年 ３月２４日  田原町消防署赤羽根分署庁舎竣工、開署 

平成１１年 ３月３１日  田原町長と赤羽根町長との間で締結されていた、「救急に関する協

定書」の廃止 

平成１１年 ４月 １日  消防職員６２名に増員、消防署に通信係を新設 

渥美郡赤羽根町の消防事務受託業務開始 

田原町消防署赤羽根分署に警防第１係、警防第２係を置き、分署長

以下職員９名にて消防事務受託業務開始する。 

平成１２年 ４月 １日  消防職員６７名に増員（赤羽根分署１１名に増員） 

平成１３年 ４月 １日  消防職員６８名に増員（赤羽根分署１３名に増員） 

消防署に通信第１係、通信第２係を新設 

平成１３年１１月１９日  ラッパ隊９名にて結成 

平成１４年 ４月 １日  消防署（本署、分署）警防係及び通信係が３交替制勤務開始 

消防職員６９名に増員 

平成１４年 ４月２４日  東海地震に係る地震防災対策強化地域に指定 

平成１５年 ８月２０日   田原町、赤羽根町が合併し田原市が誕生、消防団は１団、９分団、

車両２１台、団長１名、副団長２名、団員定数５５７名の田原市消

防団となる。 

             赤羽根町の広報車を消防本部に配備 

平成１５年１２月１７日  東南海・南海地震防災対策推進地域に指定 

平成１６年 ３月１９日  高松分団詰所・車庫新築工事完了     

平成１６年 ４月 １日  消防職員７０名に増員 

平成１６年 ８月 ７日  第４９回愛知県消防操法大会（佐屋町）東部分団出場 

（自動車ポンプの部） 

平成１７年 ３月２２日  赤羽根分団詰所・車庫新築工事完了 

平成１７年 ３月 １日  万博消防署へ職員１名派遣     

平成１７年 ４月 １日  消防職員７１名に増員 

  消防団は１団、７分団、車両１６台に統合編成（高松・赤羽根・若

戸の３分団８車両を1分団３車両に統合し名称を赤羽根分団とする。

北部分団が童浦分団へと名称変更） 

消防団員数を４９５名に減じた。 

  愛知県防災航空隊へ職員１名派遣（任期３年） 
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平成１７年 ７月２３日  第５０回愛知県消防操法大会（豊田市）神戸分団出場 

（自動車ポンプの部５位入賞） 

平成１７年１０月 １日   田原市、渥美町が合併し、消防本部が市役所本庁舎内に移転、旧渥

美町消防署は渥美分署となり、１本部１署２分署、車両３３台、消

防職員１２６名となる。防災対策室が総務部から消防本部へ組織編

成される。消防団は１団１０分団、車両２５台、団長１名、副団長

３名、団員定数７４６名の田原市消防団となる。 

平成１８年 ２月２８日  赤羽根分署増築工事完了 

平成１８年 ３月１３日  防災行政無線固定系一波統一工事完了（渥美エリア拡充工事） 
平成１８年 ３月２６日  赤羽根分団３号車詰所・車庫新築工事完了     

平成１８年 ７月２２日  第５１回愛知県消防操法大会（大府市）南部分団出場 

             （ポンプ車操法の部７位入賞） 

平成１９年 ３月１９日  デジタル地域防災無線システム整備工事完了（渥美エリア拡充工

事） 
平成１９年 ７月１６日  第５２回愛知県消防操法大会（豊橋市）野田分団出場 

             （ポンプ車操法の部） 

平成１９年 ８月１０日  市役所南庁舎６階に防災センターを整備 
（田原市防災情報システム施設等整備工事完了） 

平成２０年 ２月２６日  愛知県共済生活協同組合から、広報車の寄贈を受け消防本部に配備 

平成２０年 ３月１４日  渥美分署改築工事完了（警防事務室） 

平成２０年 ７月１２日  第５３回愛知県消防操法大会（一宮市）中部分団出場 

             （ポンプ車操法の部） 

平成２１年 １月２８日  全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）整備工事完了 
平成２１年 ２月２７日  渥美分署改築工事完了（個室仮眠室等） 

平成２１年 ３月１９日  消防署改築工事完了（個室仮眠室等） 

緊急地震速報受信装置を市公共施設（１１４か所）に整備 
平成２１年 ４月 １日  防災対策室を防災対策課に名称変更 

             愛知県消防学校へ職員1名派遣（任期２年） 

平成２１年 ８月 ８日  第５４回愛知県消防操法大会（岡崎市）童浦分団出場 

             （ポンプ車操法の部８位入賞） 

平成２１年１１月１３日  神戸分団１号車詰所・車庫新築工事完了 

平成２２年 ７月２４日  第５５回愛知県消防操法大会（日進市）赤羽根分団出場 

             （小型ポンプの部） 

平成２３年 ３月１２日  東日本大震災被災地（宮城県亘理郡）に緊急消防援助隊（愛知県 

～ ４月１２日  隊）として延べ９隊４１名を派遣 

平成２３年 ７月１６日  第５６回愛知県消防操法大会（田原市）泉分団出場 

             （小型ポンプの部５位入賞） 

平成２４年 １月 １日  東三河消防通信指令事務協議会加入 
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（運用開始 同年３月１日 消防指令センターへ職員３名派遣） 

平成２４年 ４月 １日  消防署に指揮係を新設 

平成２４年 ７月２１日  第５７回愛知県消防操法大会（半田市）福江分団出場 

（小型ポンプの部） 

平成２５年 ２月２６日  (財)日本消防協会から、多機能型消防車両の交付を受け伊良湖岬分

団に配備 

平成２５年 ３月 ７日  総務省消防庁から、支援車の無償貸与を受け消防署に配備 

平成２５年 ３月１４日  消防救急デジタル無線機器整備完了（運用開始 同年３月２６日） 

平成２５年 ４月 １日  消防団員数を７２０名に減じた。 

             消防団に機能別団員制度を導入する。 

             愛知県防災航空隊へ職員１名派遣（任期３年） 

平成２５年 ６月２６日  第３６回全国消防職員意見発表会において遠山直也消防士が最優秀

賞を受賞 

平成２５年 ８月１０日  第５８回愛知県消防操法大会（西尾市）伊良湖岬分団出場 

             （小型ポンプの部５位入賞） 

平成２６年 ３月２７日  アイシン・エィ・ダブリュ(株)から、携帯用拡声器２５基の寄贈を

受け消防団に配備 

平成２６年 ３月２８日  南海トラフ地震防災対策推進特別措置法に基づき、防災対策推進地

域、津波避難対策特別強化地域に指定 

平成２６年 ３月３０日  総務省消防庁から、小型動力ポンプ付軽自動車、消防団拠点資機材

等の無償貸付を受け福江分団に配備 

平成２６年 ４月 １日  (公財)日本消防協会へ職員１名派遣（任期２年） 

平成２６年 ８月 ９日  第５９回愛知県消防操法大会（小牧市）東部分団出場 

（小型ポンプの部） 

平成２６年 ９月２９日  御嶽山噴火災害に緊急消防援助隊（愛知県隊）として延べ６隊１３ 

    ～１０月１１日  名を派遣 

平成２６年１０月１０日  消防署航空燃料庫新築工事 

平成２６年１１月２６日  消防署訓練用地舗装工事 

平成２６年１２月 ９日  (公財)日本消防協会から防災活動車の交付を受け、消防本部に配備 

平成２７年 ３月１２日  渥美分署改築工事完了（車庫） 

平成２７年 ３月２４日  消防署増改築工事完了（バリアフリー改修工事） 

平成２７年 ３月２７日  泉分団詰所・車庫新築工事完了（１号車・２号車統合） 

平成２７年 ８月 ８日  第６０回愛知県消防操法大会（豊川市）神戸分団出場 

（ポンプ車操法の部４位入賞） 

平成２８年 ２月１５日  消防署改築工事完了（消毒庫） 屋外訓練塔補修工事（階段等） 

平成２８年 ３月１１日  福江分団４号車詰所・車庫新築工事完了 

平成２８年 ３月３０日 伊良湖岬分団３号車詰所・車庫新築工事完了 

平成２８年 ４月 １日  機構改革により市長部局に「防災局」を設置。防災対策課が消防本
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部から防災局へ組織編成される。 

平成２８年 ７月３０日  第６１回愛知県消防操法大会（尾張旭市）南部分団出場 

（ポンプ車操法の部） 

平成２８年 ５月２４日  伊勢志摩サミット消防特別警戒のため職員１名派遣 

平成２９年 ３月１６日  消防署２階浴室改修工事完了 

平成２９年 ３月２７日  福江分団３号車詰所・車庫新築工事完了 

平成２９年 ４月 １日  愛知県消防学校へ職員１名派遣（任期２年） 

平成２９年 ８月 ５日  第６２回愛知県消防操法大会（碧南市）野田分団出場 

（小型ポンプ操法の部優勝） 

平成３０年 ４月 １日  消防団員を７３０名に増員し、本部付け女性消防団員を１０名任用  

する。 

平成３０年 ４月 １日  消防本部に予防課を新設 

平成３０年 ７月 ２日  伊良湖岬分団２号車詰所・車庫新築工事完了 

平成３０年 ７月 ６日  平成３０年７月豪雨に緊急消防援助隊（愛知県大隊）として岡山県 

～７月１２日  倉敷市に延べ３隊１２名を派遣 

平成３０年 ７月２８日  第６３回愛知県消防操法大会（稲沢市）中部分団出場 

平成３１年 ３月２８日  福江分団２号車詰所・車庫新築工事完了 

平成３１年 ４月 １日  名古屋市消防局へ職員１名派遣（任期１年） 

令和 元年 ７月２０日  第６４回愛知県消防操法大会（蒲郡市）童浦分団出場 

             （ポンプ車操法の部５位入賞） 

令和 ２年 ２月２７日  消防署研修ホール空調改修工事完了 

令和 ２年 ３月３０日  消防署ホースリフター改修工事完了 

令和 ２年 ４月 １日  愛知県防災航空隊へ職員１名派遣（任期３年） 

令和 ２年 ８月 １日  第６５回愛知県消防操法大会（長久手市）新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止のため中止 

令和 ３年 ２月２４日  東部分団１号車詰所・車庫新築工事完了（石油貯蔵施設立地対策等

交付金） 

令和 ３年 ７月１０日  静岡県熱海市土石流災害に緊急消防援助隊（愛知県大隊）として延  

～７月１９日  べ２隊８名を派遣 

令和 ３年 ７月３１日  第６６回愛知県消防操法大会（安城市）新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のため中止 

令和 ４年 ２月 ４日  伊良湖岬分団１号車詰所・車庫新築工事完了 

令和 ４年 ３月２４日  愛知県共済生活協同組合から、査察車の寄贈を受け消防本部に配備 

令和 ４年 ４月 １日  組織改編により予防課の予防危険物係を予防係と危険物係に分割 

令和 ４年 ８月 ６日  第６７回愛知県消防操法大会（常滑市）泉分団出場 

             （小型ポンプ操法の部３位入賞） 

令和 ５年 ４月 １日  名古屋市消防局へ職員１名派遣（任期１年） 

令和 ５年 ８月 ５日  第６８回愛知県消防操法大会（新城市）福江分団出場 
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             （小型ポンプ操法の部３位入賞） 

令和 ５年１１月２８日  石油コンビナート等特別防災区域指定解除（渥美地区） 

令和 ６年 １月 １日  令和６年能登半島地震に緊急消防援助隊（愛知県大隊）として延べ 

～１月２８日  １０隊３２名を派遣 

令和 ６年 ４月 １日  名古屋市消防局へ職員１名派遣（任期１年） 

令和 ６年 ８月２８日  蒲郡市土砂災害に東三河地区消防相互応援及び愛知県内広域消防相

～８月２９日  互応援として延べ４隊１４名を派遣 

令和 ６年 ９月２４日  令和６年９月奥能登豪雨に緊急消防援助隊（愛知県大隊）として延 

     ～９月２７日  べ２隊６名を派遣 

令和 ７年 ３月 ８日  野田分団詰所・車庫新築工事完了（１号車・２号車統合） 

令和 ７年 ４月 １日  名古屋市消防局へ職員１名派遣（任期１年） 

令和 ７年１１月２２日  石油コンビナート等特別防災区域指定解除（田原地区） 

令和 ８年 ４月 １日  神戸分団を２号体制へ再編 

             田原市消防団は１０分団、２０詰所、２４車両となる。 

令和 ８年 ４月 １日  豊橋市消防本部へ職員１名派遣（任期１年） 

 

消防本部の表彰歴 

昭和４９年 ６月 ５日 

田原警察署長から、日頃の救急活動に対し感謝状を授与された。 

昭和４９年１１月 ７日 

愛知県消防協会長から、活動内容が優秀、他の模範であるとして、東三河消防連合演習を記

念して楯を授与表彰された。 

昭和５３年１１月１９日 

愛知県知事から、自治体消防制度発足３０周年にあたり、消防成績が優秀であるとして竿頭

綬を授与表彰された。 

平成 ７年 ５月２７日 

消防庁長官から、１月１７日に発生した阪神・淡路大震災の消防応援活動に対し感謝状を授

与された。 

平成１８年１０月２８日 

愛知県消防協会長から、地区消防大会を記念して表彰状と竿頭綬を授与された。 

平成２３年１０月２６日 

全国消防長会会長から、３月１１日に発生した東日本大震災の緊急消防援助隊活動に対し表

彰状を授与された。 

平成２３年１１月 ９日 

総務大臣から、東日本大震災に緊急消防援助隊を派遣した消防応援活動に対し表彰状を授与

された。 

平成２７年 １月２１日 
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  長野県知事から、９月２７日に発生した御嶽山における噴火災害での人命救助活動に対し、

表彰状を授与された。 

平成２７年 ２月 ６日 

  消防庁長官から、９月２７日に発生した御嶽山における噴火災害の緊急消防援助隊活動に対

し表彰状を授与された。 

平成２８年 ８月 １日 

  消防庁長官から、５月２４日から２９日まで実施した伊勢志摩サミットにおける消防特別警

戒に対し賞状を授与された。 

平成３１年 ２月 ５日 

  消防庁長官から、平成３０年７月６日に発生した平成３０年７月豪雨における緊急消防援助

隊活動に対し賞状を授与された。 

令和 ４年 ２月２１日 

  消防庁長官から、令和３年７月３日に発生した静岡県熱海市土石流災害における緊急消防援

助隊活動に対し賞状を授与された。 

令和 ６年 ５月２３日 

  消防庁長官から、令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震における緊急消防援助

隊活動に対し賞状を授与された。 

令和 ７年 １月１５日 

  消防庁長官から、令和６年９月２１日に発生した令和６年９月奥能登豪雨における緊急消防

援助隊活動に対し賞状を授与された。 

 

 

消 防 団 の 表 彰 歴 

昭和３１年 ３月 １日 

国家消防本部から、総合的消防力の強化拡充につき、消防功労者表彰旗を授与された。 

昭和３４年１２月 ９日 

中部日本災害対策本部長（国務大臣）から、台風１５号に際しての災害復旧に対する功績に

対して感謝状を授与された。 

昭和３４年１２月２３日 

愛知県知事から、伊勢湾台風の災害防止、復旧に対する功労により表彰状を授与された。 

昭和３５年 ３月 ８日 

国家消防本部から、風水害の功労に対して表彰状を授与された。 

昭和３６年 ３月１５日 

愛知県消防協会長から、無火災の功績により表彰状と金一封を授与された。 

昭和３８年 ２月１１日 

日本消防協会長から、消防使命達成、成績抜群の功績によって表彰旗を授与された。 

昭和４１年 ８月 ６日 
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愛知県消防協会長から、第１０回県下消防団消防操法大会で実施した模範部隊訓練によって

優秀な成績を収め表彰された。 

昭和４１年 ８月１９日 

第１１回県下消防操法大会の自動車結合吸管の部において優勝し、表彰状を授与された。 

昭和４１年１２月１９日 

愛知県知事から、集中豪雨の災害復旧に対する功労により表彰状を授与された。 

昭和４１年１２月２８日 

消防庁長官から、集中豪雨における救助水防活動の功労により表彰状と記念品を授与された。 

昭和４２年 ３月２７日 

愛知県消防協会長から、集中豪雨における被災者救助の功績により現場功労旗を授与された。 

昭和４２年 ９月 １日 

内閣総理大臣から、集中豪雨に際し被災者の救援及び災害復旧の功績に対して表彰状を授与

された。 

昭和４４年 ８月 ２日 

愛知県知事から、第１４回県下消防操法大会の自動車ポンプ軽量吸管の部において優秀な成

績を収め表彰状を授与された。 

昭和４６年１０月１３日 

愛知県知事から、台風２３号に伴う集中豪雨に際しての災害防止功労に対して感謝状を授与

された。 

昭和４８年 ６月 ７日 

全国防災協会長から、昭和４７年の水害防止復旧活動に努めた功労により表彰状を授与され

た。 

昭和４８年１１月１５日 

愛知県消防協会長から、優良消防団として特別功績旗を授与、表彰された。 

昭和４９年１１月 ７日 

愛知県消防協会長から、東三河消防連合演習において他の模範として竿頭綬、楯を授与、表

彰された。 

昭和５３年１１月 ３日 

愛知県知事から、優良消防団として表彰状を授与された。 

昭和６１年１０月２５日 

愛知県消防協会長から、地区消防大会４０周年を記念して表彰状を授与された。 

昭和６１年１１月１６日 

愛知県消防協会長から、優良消防団として功績旗を授与、表彰された。 

愛知県知事から、地区消防大会４０周年を記念して竿頭綬を授与、表彰された。 

平成 ４年 ８月 ４日 

第３７回愛知県消防操法大会のポンプ車の部において優勝し、表彰状を授与された。 

平成 ５年１１月 ９日 

愛知県消防協会長から、自治体消防制度４５周年を記念して竿頭綬を授与、表彰された。 
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平成 ６年 ８月２８日 

愛知県消防協会長から、地区消防大会を記念して表彰状を授与された。 

平成１０年１１月２０日 

愛知県知事から、地区消防大会５０周年を記念して竿頭綬を授与、表彰された。 

平成１１年１１月 ４日 

愛知県知事から、優良消防団として功績旗を授与、表彰された。 

平成１４年 ８月２２日 

愛知県消防協会長から、地区消防大会を記念して表彰状を授与された。 

平成１８年１０月２８日 

  愛知県消防協会長から、地区消防大会を記念して表彰状を授与された。 

平成２２年１０月 ２日 

  愛知県消防協会長から、地区消防大会を記念して表彰状と竿頭綬を授与された。 

平成２３年１１月 １日 

  愛知県消防協会長から、防火の普及啓発、安心・安全な地域づくりに努めたとして表彰状と

特別竿頭綬を授与された。 

平成２６年 ２月１７日 

  総務大臣から、消防団員の確保を通じ地域防災体制の充実・地域の安心安全の確保に寄与し

たことに対して感謝状を授与された。 

平成２９年 ８月 ５日 

第６２回愛知県消防操法大会の小型ポンプ操法の部において優勝し、表彰状を授与された。 

令和 ２年 ３月 ３日 

  日本消防協会長から、永年にわたり抜群の成績を堅持したとして、特別表彰まといを授与さ

れた。 
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警防第３係

中 部 分 団

泉 分 団

危 険 物 係

団　長

副 団 長

副 団 長

副 団 長

消防団

消 防 の 組 織

警防第２係
市
長

消　防　署

警防第１係

指揮第１係

警防第１係

指揮第２係

警防第２係

指揮第３係

警防第３係

消防本部

警防第３係

消 防 長

赤羽根分署

予　防　課
予　防　係

女性消防団員

消　防　係消　防　課

分

団

伊良湖岬分団

渥 美 分 署

福 江 分 団

東 部 分 団

神 戸 分 団

南 部 分 団

野 田 分 団

赤羽根分団

童 浦 分 団

警防第１係

警防第２係
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田原市消防本部の位置 
所 在 地   〒４４１－３４９２ 

愛知県田原市田原町南番場３０番地１ 
       田原市役所南庁舎３階 
電    話   （０５３１）２３－４０７３ 
Ｆ Ａ Ｘ   （０５３１）２３－０１８０ 
 

田原市消防署の位置 
所 在 地   愛知県田原市田原町丸田１４番地 
敷地面積   ６，６９４．９２㎡ 
建物構造   鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄筋コンクリート造 
延 面 積   ２，２３４．７２㎡ 
竣    工   昭和６２年８月３１日 
電    話   （０５３１）２３－０１１９(代) 
Ｆ Ａ Ｘ   （０５３１）２３－２４４０ 
 

赤羽根分署の位置 
所 在 地   愛知県田原市赤羽根町大石畑６番地 
敷地面積   ２，４５３．７２㎡ 
建物構造   鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 
延 面 積   ６８９．５１㎡ 
竣  工   平成１１年３月２４日 
電  話   （０５３１）４５－４１１９ 
Ｆ Ａ Ｘ   （０５３１）４５－４１２０ 
 

渥美分署の位置 
所 在 地   愛知県田原市福江町中羽根１０４番地 
敷地面積   ３，８７７．９７㎡ 
建物構造   鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 
延 面 積   １，４１５．１２㎡ 
竣  工   昭和４７年３月３１日 
電  話   （０５３１）３３－０１１９ 
Ｆ Ａ Ｘ   （０５３１）３２－２４７９ 
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消防本部・消防署事務分掌 

消防課 

  消防係 

(1) 人事及び組織に関すること。  
(2) 公印の保管に関すること。  
(3) 文書の収受発送に関すること。  
(4) 例規に関すること。  
(5) 消防職員の福利厚生に関すること。  
(6) 予算その他経理に関すること。  
(7) 消防統計及び消防情報に関すること。  
(8) 消防計画に関すること。  
(9) 災害の警戒及び防ぎょに関すること。  

(10) 消防団に関すること。  
(11) 消防教養訓練に関すること。  
(12) 救急、救助業務に関すること。  
(13) 消防施設の整備計画に関すること。  
(14) 消防施設の整備保全及び運用に関すること。  
(15) 消防職員委員会に関すること。  
(16) その他消防の庶務に関すること。  
予防課 

予防係  
(1)  防火思想の普及及び広報に関すること。  
(2) 防火対象物の検査及び指導に関すること。  
(3) 消防用設備等又は特殊消防用設備等の設置、指導及び検査に関すること。  
(4) 建築同意事務に関すること。  
(5) 火災の原因及び損害の調査に関すること。  
(6) 火災警報及び気象に関すること。  
(7) 田原市火災予防条例 (昭 和 37年 田 原 町 条 例 第 3号 )に 基 づ く 届 出  

(第45条の規定に基づく届出を除く。 )及び指導に関すること。  
(8) 幼年消防クラブ、少年消防クラブ及び女性防火クラブに関すること。  
(9)  その他火災予防に関すること。  
危険物係  

(1) 公印の保管に関すること。  
(2) 危険物の規制に関すること。  
(3) 危険物製造所等の許認可及び検査に関すること。  
(4) 危険物災害の調査研究に関すること。   
(5)  液化石油ガス及び圧縮アセチレンガスの届出及び指導に関すること。  
(6) 少量危険物及び指定可燃物の届出及び指導に関すること。  
(7) 火災の原因及び損害の調査に関すること。  
(8) 煙火消費の許可等に関すること。  
(9) その他危険物に関すること。  
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消防署  
消防署の指揮第１係、指揮第２係及び指揮第３係  

  (1) 災害現場の指揮及び統制に関すること。  
  (2) 部隊運用に関すること。  
  (3) 災害現場の情報提供に関すること。  
  (4) 災害情報の収集に関すること。  
  (5) 火災原因及び損害の調査に関すること。  
  (6) 防火対象物の立入検査に関すること。  
  (7) 通信施設の整備保全及び運用に関すること。  
  (8) 救急医療情報及び緊急通報システムに関すること。  

(9) 気象に関すること。  
 (10) その他指揮業務に関すること。  

消防署及び分署の警防第１係、警防第２係及び警防第３係  
(1)    火災その他災害の警戒及び防ぎょに関すること。  
(2)    消防対象物、消防水利の把握及び調査に関すること。  
(3)   署員の教育訓練及び服務に関すること。  
(4)   消防機械器具又は資機材の整備保全及び運用に関すること。  
(5)   警防計画に関すること。  
(6)   火災その他災害の記録に関すること。  
(7)   火災原因及び損害の調査に関すること。  
(8)   田原市火災予防条例（昭和37年田原町条例第3号）第 45条の規定に基づく届  

出の受理に関すること。  
(9)   防火対象物の立入検査に関すること。  

(10)  救急救助業務に関すること。  
(11) 救急法の指導に関すること。  
(12) 消防本部との連絡調整に関すること。  
(13) その他の警防業務に関すること。  
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現　有　数

3

消 防 ポ ン プ 自 動 車 7

は し ご 自 動 車 1

化 学 消 防 車 2

救 助 工 作 車 1

救 急 自 動 車 5

特 殊 車 両 16

合 計 32

警 防 、 救 助 、 救 急 要 員 81

指 揮 要 員 12

通 信 要 員 3

予 防 要 員 7

庶 務 の 処 理 等 の 要 員 11

合 計 114

現　有　消　防　力

車
　
　
　
　
両

（令和８年４月１日現在）

署　　所　　の　　数

区　　　　　　分

人
　
　
　
　
員
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（令和８年４月１日現在）

種　別
車両
社名

登録年月 登録番号
経過
年数

ポンプ
性　能

ポンプ
社　名

摘　要

指　揮　車 トヨタ 平成21年 3月
豊橋800さ
８１６０

17

ポンプ車１ 日野 平成21年 2月
豊橋800さ
８１４０

17 Ａ-２ 日本ドライ

ポンプ車２ トヨタ 平成15年 2月
豊橋830に
１１９

23 Ａ-２ 日本ドライ

タンク車 日野 平成26年12月
豊橋800は
５７６

11 Ａ-２ モリタ
水2,000㍑

CAFS

はしご車 日野 平成15年11月
豊橋800は
１８４

22 ３５ｍ

大型水槽車 日野 平成26年 2月
豊橋800は
５５２

12 Ｂ-２ トーハツ 水10,000㍑

化学車 日野 平成17年12月
豊橋830の
１１９

20 Ａ-２ 日本ドライ Ⅱ型

救助工作車 日野 令和 6年 6月
豊橋800は
９１６

1 Ⅱ型

資材搬送車 トヨタ 令和 2年 3月
豊橋800す
２１８０

6 クレーン付

人員輸送車 トヨタ 平成25年 3月
豊橋800さ
９６０１

13
総務省消防庁から
無償貸与を受ける

救急１号車 トヨタ 令和 2年 1月
豊橋800す
２１３８

6 高規格救急車

救急２号車 トヨタ 平成28年11月
豊橋800す
８７９

9 高規格救急車

広報１号車 トヨタ 平成20年 2月
豊橋800さ
７６４１

18
愛知県共済生活協同組合

から寄贈を受ける

防災活動車 三菱 平成26年12月
豊橋800す
１９４

11
日本消防協会から

交付を受ける

消防団指揮広報車 トヨタ 令和 8年 2月
豊橋800す
４３１９

0

査　察　車 トヨタ 令和 4年 3月
豊橋800す
２９９３

4
愛知県共済生活協同組合

から寄贈を受ける

種　別
車両
社名

登録年月 登録番号
経過
年数

ポンプ
性　能

ポンプ
社　名

摘　要

ポンプ車 日野 平成24年11月
豊橋800さ
９５００

13 Ａ-２ 小川ポンプ

タンク車 日野 平成31年 1月
豊橋800は
７１２

7 Ａ-２ モリタ
水1,500㍑

CAFS

救急車 トヨタ 令和 3年12月
豊橋800す
２８６９

4 高規格救急車

特別水難救助車 トヨタ 令和 8年 3月
豊橋800す
４３４０

0

ボートトレーラ SUNTREX 令和元年 6月
豊橋800る
３２６

6 水上バイク積載

資材搬送車 ダイハツ 平成14年 6月
豊橋80あ
３０７
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種　別
車両
社名

登録年月 登録番号
経過
年数

ポンプ
性　能

ポンプ
社　名

摘　要

ポンプ車 日野 平成28年 1月
豊橋800す
５３７

10 Ａ-２ モリタ
水600㍑
CAFS

タンク車 日野 平成27年12月
豊橋800は
６０４

10 Ａ-２ モリタ
水1,500㍑

CAFS

泡原液搬送車 日野 平成12年 3月
豊橋800は

６５
26 Ｂ-２ シバウラ 6,000㍑

大型化学車 日野 平成28年 3月
豊橋800は
６１０

10 Ａ-１ ＧＭいちはら 2,000㍑

水難救助車 トヨタ 令和 7年 6月
豊橋800す
４０６８

0

資材搬送車 三菱 平成14年 9月
豊橋800さ
４１６２

23 クレーン付

救急１号車 トヨタ 平成30年 9月
豊橋800す
１６３１

7 高規格救急車

救急２号車 トヨタ 令和 3年12月
豊橋800す
２８７０

4 高規格救急車

指　令　車 ニッサン 平成 9年 2月
豊橋88な
４５４６

29

広報１号車 トヨタ 平成16年 2月
豊橋800さ
５１６９

22
愛知県共済生活協同組合

から寄贈を受ける

消防車両現況（消防本部・消防署）

　　　　消防本部 ・ 消 防 署

赤　羽　根　分　署

渥　美　分　署
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種　別
車両
社名

登録年月 登録番号
経過
年数

ポンプ
性　能

ポンプ
社　名

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 4年 3月

豊橋800す
２９６８

4 Ｂ-２ トーハツ

２号車
普　通

ポンプ車
日野 平成22年 1月

豊橋800さ
８４７１

16 Ａ-２ モリタ

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成26年 2月

豊橋800さ
９８９６

12 Ｂ-２ トーハツ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 5年 3月

豊橋800す
３２９７

3 Ｂ-２ トーハツ

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成23年 2月

豊橋800さ
８９０２

15 Ｂ-２ トーハツ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 3年 3月

豊橋800す
２５８８

5 Ｂ-２ トーハツ

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 7年 2月

豊橋800す
３９５１

１ Ｂ-２ トーハツ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成27年11月

豊橋800す
４８４

10 Ｂ-２ トーハツ

１号車
普　通

ポンプ車
トヨタ 平成25年12月

豊橋800さ
９８５３

12 Ａ-２ モリタ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成23年 2月

豊橋800さ
８９０１

15 Ｂ-２ トーハツ

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 6年 3月

豊橋800さ
３６８０

2 Ｂ-２ トーハツ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 2年 3月

豊橋800す
２２０２

6 Ｂ-２ トーハツ

１号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成30年 1月

豊橋800す
１３８２

8 Ｂ-２ トーハツ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 8年 2月

豊橋800す
４３３１

0 Ｂ-２ トーハツ

３号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成31年 1月

豊橋800す
１７５６

7 Ｂ-２ トーハツ

１号車
普　通

ポンプ車
トヨタ 平成25年12月

豊橋800さ
９８５２

12 Ａ-２ モリタ

２号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 令和 2年 3月

豊橋800す
２２０３

6 Ｂ-２ トーハツ

１号車
普　通

ポンプ車
トヨタ 平成24年 3月

豊橋800さ
９２５２

14 Ａ-２ モリタ

２号車
普　通

ポンプ車
トヨタ 平成26年11月

豊橋800す
１６４

11 Ａ-２ モリタ

３号車
小型動力ポンプ

付軽自動車
ダイハツ 平成26年 3月

豊橋880あ
４４５

12 Ｂ-２ トーハツ

４号車
小型動力ポンプ

付積載車
トヨタ 平成25年 1月

豊橋800さ
９５４１

13 Ｂ-２ トーハツ

１号車
普　通

ポンプ車
日野 平成22年 1月

豊橋800さ
８４７２

16 Ａ-２ モリタ

２号車
多機能型
消防車

いすゞ 平成25年 2月
豊橋800さ
９５９０

13 Ｂ-２ トーハツ

３号車
多機能型
消防車

トヨタ 平成27年 2月
豊橋800す
２５６

11 Ｂ-２ トーハツ

南
部
分
団

野
田
分
団

所　属

消防車両現況（消防団）

（令和８年４月１日現在）

東
部
分
団

神
戸
分
団

泉
分
団

福
江
分
団

伊
良
湖
岬
分
団

中
部
分
団

童
浦
分
団

赤
羽
根
分
団
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　　　　種別
区域別

防火水槽
（４０㎥以上）

消火栓
（150φ以上）

プール 計

東　部 74 52 1 127

神　戸 89 49 3 141

南　部 53 33 2 88

野　田 52 47 2 101

中　部 57 76 3 136

童　浦 53 107 160

赤羽根 78 42 4 124

泉 56 43 99

福　江 124 60 6 190

伊良湖岬 81 31 112

合　計 717 540 21 1,278

＊私設の防火水槽及び私設のプールは除く

消　防　水　利
（令和８年４月１日現在）
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消
防
監

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

合
　
計

消 防 長 1 1

次長兼消防課長 1 1

消 防 課 1 2 1 4

消 防 係 1 1 2 1 5

予 防 課 長 1 1

予 防 係 1 2 3

危 険 物 係 1 2 3

小　　計 1 2 3 6 5 1 18

消 防 署 長 1 1

指 揮 隊 長 3 3

指 揮 第 １ 係 1 1 1 3

指 揮 第 ２ 係 2 1 3

指 揮 第 ３ 係 1 2 3

警 防 第 １ 係 1 1 3 6 11

警 防 第 ２ 係 1 2 2 6 11

警 防 第 ３ 係 4 1 6 11

小　　計 4 3 11 10 18 46

分 署 長 1 1

警 防 第 １ 係 2 1 2 5

警 防 第 ２ 係 2 1 2 5

警 防 第 ３ 係 1 2 2 5

小　　計 1 1 6 2 6 16

分 署 長 1 1

警 防 第 １ 係 1 2 2 6 11

警 防 第 ２ 係 2 3 6 11

警 防 第 ３ 係 2 3 6 11

小　　計 1 1 6 8 18 34

1 8 8 29 25 43 114

消
防
本
部

合　　　計

　　　　　 　 階級別

　所属別

赤
羽
根
分
署

渥
美
分
署

消
 
防
 
署

１３１人
１１４人

消　防　職　員　配　置　状　況
（令和８年４月１日現在）

定　　　数
実　　　員
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　　　　　　　　　階級別

　種   別

消
防
監

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

合
　
計

大型自動車免許 1 7 8 29 25 26 96

中型自動車免許 5 5

中型自動車免許（８ｔ限定） 1 1

準中型自動車免許

普通自動車免許 12 12

小型船舶操縦士免許 1 5 6 23 18 12 65

特殊小型船舶操縦士免許 1 5 5 18 9 4 42

救急救命士免許 1 5 3 10 10 6 35

救急科講習（標準・Ⅱ課程）修了証 3 5 19 15 26 68

特殊無線技士免許 1 8 8 29 25 29 100

小型移動式クレーン修了証 1 6 8 28 24 27 94

玉掛け技能修了証 1 7 7 29 25 35 104

潜水士免許 1 6 8 28 19 22 84

危険物取扱者免状 4 4 10 10 5 33

消防設備士免状 1 2 1 4

酸欠・硫化水素危険作業主任者
修了証

2 2 3 1 8

消　防　職　員　特　技　資　格

(令和８年４月１日現在）
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　　　　階級別

　種  別
消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 合　計

18 歳 1 1

19 歳 3 3

20 歳 3 3

21 歳 4 4

22 歳 5 5

23 歳 3 3

24 歳 6 6

25 歳 2 2

26 歳 4 4

27 歳 3 3

28 歳 3 3

29 歳 1 5 6

30 歳 3 1 4

31 歳 1 1

32 歳 5 5

33 歳 3 3

34 歳 1 1

35 歳 3 3

36 歳 2 2

37 歳 1 1

38 歳 2 2

39 歳 3 3

40 歳 3 3

41 歳 1 1

42 歳 

43 歳 1 1

44 歳 4 4

45 歳 2 2

46 歳 4 4

47 歳 2 2

48 歳 4 4

49 歳 1 2 3

50 歳 1 2 3

51 歳 1 1 2

52 歳 1 2 3

53 歳 2 2 1 5

54 歳 2 1 3

55 歳 1 1

56 歳 1 2 3

57 歳 1 1

58 歳 1 1

59 歳 

合　計 1 8 8 29 25 43 114

＊消防職員平均年齢

消　防　職　員　年　齢
(令和８年４月１日現在）

36.7歳 
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　    階級別

 種  別
消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 合　計

１年未満 6 6

　１年 6 6

　２年 4 4

　３年 4 4

　４年 4 4

　５年 1 1

　６年 4 4

　７年 6 6

　８年 4 4

　９年 3 3

１０年 4 4

１１年 2 1 3

１２年 3 3

１３年 8 8

１４年 2 2

１５年 1 1 2

１６年 3 3

１７年 4 4

１８年 1 1

１９年

２０年 1 1

２１年 1 1

２２年 2 2

２３年

２４年 2 2

２５年 3 3

２６年 1 3 4

２７年 5 5

２８年 2 1 2 5

２９年 1 1

３０年

３１年 2 2

３２年 2 1 2 5

３３年 1 3 4

３４年 1 1

３５年 1 1

３６年 1 1 2

３７年 1 1

３８年 1 1

３９年

４０年 1 1

合　計 1 8 8 29 25 43 114

消　防　職　員　勤　続　年　数
(令和８年４月１日現在）
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火  災 

29
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車両 1

建物

林野

3

1

建物

その他

4

2

9福江8
建物

その他

3

6

　件

　㎡

損 害 額

死 者 数

　世帯

　人

　人

そ の 他 火 災 件 数

建 物 火 災 件 数

林 野 火 災 件 数

１６

建 物 焼 損 面 積

り 災 世 帯 数

り 災 人 数

５７１

２６

１８

２０,３３８

８

１８

３

　ａ

　棟

　千円

6,432

神戸

1林野 0 4童浦

2,061赤羽根

東部 1

8
建物 2
船舶 1
その他 5

合　　　　　計

火 災 件 数

車 両 火 災 件 数

船 舶 火 災

火　災　概　要
（令和７年）

３８

１７

２

２

１

　件

　件

　件

　件

　件

焼 損 棟 数

林 野 焼 損 面 積

　人

分 団 区 域 別 火 災 件 数

件数
分　団
区域名

内　　訳

件数件数

件数

種別

内　　訳 損害額
（千円）

負 傷 者 数

種別

分　団
区域名

損害額
（千円）

２

1,947

野田 1

泉

中部 1 81 伊良湖岬 6

南部 8

439

9,370

建物 1

その他

建物
車両

4
1
3
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月 別 出 火 件 数

 火災３８件 　　 　　　　　　（令和７年）

月 別 火 災 損 害 額
（令和７年）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
１０

月

１１

月

１２

月

令和 6年 1 2 3 2 2 8 3 2 2

令和 7年 4 8 3 1 5 1 1 5 4 6

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
件数

令和 6年

令和 7年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

損害額(千円) 1,294 8,746 347 1,371 4,758 1,932 81 1,759 50

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

損害額（千円）
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時間別火災発生状況

1

　　　　　　　　　　　（令和７年）

時間帯 0 1 2 3 4 5
不
明6 7 8

1

1

14 22 2318

3 2 1

20 2115 16 17 19

42 2 4件　数 2 1 1 2 2 1

10 11 12 13

2 2 5 1

9

放火・放火の疑い 8 火入れ

火花

原因別火災発生状況
（令和７年）

14 取灰 2 こんろ

取灰・・・燃えた後の灰の不始末により火災にいたることその他 9

電気装置

電灯の配線 1 配線器具 1 溶接機 1 不明

1 ストーブ 1 たばこ

7

放火・放火の疑い

火入れ

取灰

こんろ

火花
ストーブ

たばこ

電気装置
電灯の配線

配線器具
溶接機

不明

その他

火災３８件

0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 不明

件数

時間帯
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1 414 2,524 1,014,532 11 266 25 10 1

1 159,142 5 13 1 1

1 1

5 33 13 1 2 17 923

6 1,059 75,182 4 164 15 7 2

374,407 6 14 13 21 11 2 2 6 736

死者
（人）

負傷者
（人）計

建
物

林
野

車
両

船
舶

そ
の
他

過去５年間の火災発生状況

年別

火災件数
建物焼損

面積
（㎡）

林野焼損
面積

（ａ）

損害額
（千円）

り災
世帯

り災
人員

14 8 2 43 2 2 2 1件　数

風向別火災発生状況

  火災３８件　　　　　　　　（令和７年）

風　向 北
北
北
東

北
東

東
北
東

東
東
南
東

西
西
北
西

北
西

北
北
西

無
不
明

南
東

南
南
東

南
南
南
西

南
西

西
南
西

20,338 8 18 3 27 38 17 2 2 1 16 571 26

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

北 北北東 北東 東北東 東 東南東 南東 南南東 南 南南西 南西 西南西 西 西北西 北西 北北西 無 不明
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救急・救助 
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　  事故種別

　
年別

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
一
般
負
傷

　
加
　
害

　
自
損
行
為

　
急
　
病

　
そ
の
他

　
合
　
計

令和 3年 13 8 121 37 7 348 9 20 1,442 148 2,153

令和 4年 9 8 132 24 7 353 3 22 1,806 142 2,506

令和 5年 12 3 13 126 39 22 401 6 23 1,887 147 2,679

令和 6年 11 11 125 52 11 440 6 27 1,866 145 2,694

令和 7年 18 8 146 57 9 394 3 24 1,815 140 2,614

（令和7年）

　　事故種別

曜日別

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
一
般
負
傷

　
加
　
害

　
自
損
行
為

　
急
　
病

　
そ
の
他

　
合
　
計

月 3 15 7 1 58 5 256 22 367

火 2 2 29 13 53 3 259 19 380

水 3 14 9 1 53 3 269 24 376

木 1 25 5 1 55 1 4 255 15 362

金 1 2 19 13 1 54 2 3 225 32 352

土 7 2 24 5 1 60 2 273 15 389

日 1 2 20 5 4 61 4 278 13 388

合　計 18 8 146 57 9 394 3 24 1,815 140 2,614

過 去 ５ 年 間 の 救 急 件 数

曜 日 別 救 急 件 数
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1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

合
計

16 16 19 12 11 8 17 12 23 17 18 27 196

44 39 34 31 31 30 28 35 30 31 22 33 388

8 8 14 18 13 13 15 18 16 19 12 14 168

15 11 7 9 7 9 10 9 7 10 5 7 106

36 41 26 30 33 33 35 36 34 33 30 37 404

28 25 19 17 21 21 31 26 33 25 20 26 292

22 18 17 14 9 16 19 22 19 17 20 12 205

46 36 59 38 33 37 57 43 33 37 34 51 504

17 19 9 15 15 14 14 9 9 9 16 19 165

12 19 11 15 16 8 15 22 18 11 24 12 183

1 1 1 3

245 232 215 199 190 189 241 233 222 209 201 238 2,614

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
一
般
負
傷

　
加
　
害

　
自
損
行
為

　
急
　
病

　
そ
の
他

1 1 2 3 69

9 6 110 1 1 236 30

1 1 13 8 1 63 3 569 57

1 2 117 41 8 191 6 812 28

2

2 3 142 56 9 366 1 13 1,686 115

軽　症 1,206

その他 2

合　計 2,393

死　亡 76

重　症 393

中等症 716

伊良湖岬

管轄外

合　計

事 故 別 搬 送 人 員 の 傷 病 程 度

 　事故種別

程度別

　
合
　
計

（令和７年）

野　田

中　部

童　浦

赤羽根

泉

福　江

分 団 区 域 別 救 急 件 数

　　　 月分

区域別

東　部

神　戸

南　部

（令和７年）
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出場件数 4 9 2 31 3 186 10 245

搬送人員 8 2 30 2 174 8 224

出場件数 4 8 3 1 38 2 161 15 232

搬送人員 1 7 3 1 34 1 145 15 207

出場件数 2 9 5 1 37 3 147 11 215

搬送人員 9 5 1 33 1 136 7 192

出場件数 1 15 3 2 26 4 141 7 199

搬送人員 14 3 2 23 2 129 6 179

出場件数 2 9 2 23 2 144 8 190

搬送人員 8 2 20 138 5 173

出場件数 11 6 27 3 129 13 189

搬送人員 11 6 27 2 123 9 178

出場件数 1 1 22 7 2 37 2 162 7 241

搬送人員 1 25 7 2 34 1 149 6 225

出場件数 3 13 6 1 34 165 11 233

搬送人員 1 12 6 1 30 151 9 210

出場件数 11 14 1 28 3 150 15 222

搬送人員 12 14 1 28 3 143 12 213

出場件数 2 1 12 3 32 1 1 139 18 209

搬送人員 1 10 3 31 1 128 17 191

出場件数 1 16 5 1 34 126 18 201

搬送人員 16 4 1 31 119 14 185

出場件数 2 2 11 1 47 3 165 7 238

搬送人員 1 10 1 45 1 151 7 216

出場件数 18 8 146 57 9 394 3 24 1,815 140 2,614

搬送人員 2 3 142 56 9 366 1 13 1,686 115 2,393

1月

　
自
損
行
為

12月

合計

4月

5月

8月

9月

10月

11月

　
急
　
病

　
合
　
計

　　　　事故種別

　月別

　
一
般
負
傷

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
そ
の
他

　
加
　
害

（令和７年）

6月

7月

2月

3月

    月　別　救　急　件　数

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通
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　　　事故種別

年齢区分

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
一
般
負
傷

　
加
　
害

　
自
損
行
為

　
急
　
病

　
そ
の
他

　
合
　
計

新生児 1 1

乳幼児 5 7 67 4 83

少　年 15 7 8 3 30 63

成　人 1 3 75 47 2 84 1 8 395 39 655

高齢者 1 47 9 267 2 1,193 72 1,591

合　計 2 3 142 56 9 366 1 13 1,686 115 2,393

　　　事故種別

 
時間

　
火
　
災

　
自
然
災
害

　
水
　
難

　
交
　
通

　
労
働
災
害

　
運
動
競
技

　
一
般
負
傷

　
加
　
害

　
自
損
行
為

　
急
　
病

　
そ
の
他

　
合
　
計

０～２時 3 3 13 1 81 3 104

２～４時 2 16 1 64 4 87

４～６時 1 5 23 3 81 1 114

６～８時 1 12 4 27 173 5 222

８～10時 2 18 9 1 51 3 278 16 378

10～12時 1 1 14 10 1 39 3 206 32 307

12～14時 2 3 28 7 3 49 3 185 17 297

14～16時 5 26 10 3 39 3 163 22 271

16～18時 1 1 23 11 46 2 3 156 18 261

18～20時 1 1 10 3 1 46 1 2 196 15 276

20～22時 2 1 23 1 118 2 147

22～24時 3 3 2 22 1 114 5 150

合　計 18 8 146 57 9 394 3 24 1,815 140 2,614

年 齢 区 分 別 搬 送 人 員

覚 知 時 間 別 救 急 件 数

（令和７年）

（令和７年）
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　　　　　　年別
　時間 令和 3年 令和 4年 令和 5年 令和 6年 令和 7年

３分未満 101 111 131 110 112

３～５分 56 75 79 78 118

５～10分 1,176 1,331 1,405 1,461 1,432

10～20分 792 957 1,019 1,014 918

20分以上 28 32 45 31 34

合　　計 2,153 2,506 2,679 2,694 2,614

平均時間（分） 8.8 8.8 8.9 8.9 9.0

　　　　　　年別
　時間 令和 3年 令和 4年 令和 5年 令和 6年 令和 7年

10分未満

10～20分 36 43 43 42 30

20～30分 462 545 570 586 537

30～60分 1,330 1,504 1,647 1,631 1,609

60分以上 170 232 219 233 217

合　　計 1,998 2,324 2,479 2,492 2,393

平均時間（分） 40.1 40.7 40.1 40.4 40.2

現 場 到 着 所 要 時 間 別 救 急 件 数

収 容 所 要 時 間 別 搬 送 人 員
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建
　
物

建
物
以
外

1 10 5 4 1 12 33

1 10 7 1 10 6 35

1 12 11 2 1 20 6 53

1 13 8 17 2 17 58

6 7 3 16 1 16 49

建
　
物

建
物
以
外

6 7 3 16 1 16 49

4 6 2 6 1 9 28

4 3 2 6 1 9 25

34 101 8 53 9 79 284

救助工作車 4 6 3 10 1 13 37

ポンプ車 7 3 1 8 6 25

化 学 車

はしご車

救 急 車 7 7 3 16 1 17 51

そ の 他 5 28 3 16 1 24 77

活動人員

出
動
車
両

交
通
事
故

（令和７年）

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

水
難
事
故

活動件数

救助人員

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
に
よ
る
事
故

件数

　　　事故種別

　年  別

令和 6年

令和 7年

令和 5年

令和 3年

令和 4年

合
　
計

自
然
災
害
事
故

事 故 別 救 助 件 数

そ
の
他

合
　
計

破
裂
事
故

　　　事故種別
火　災

水
難
事
故

建
物
に
よ
る
事
故

過 去 ５ 年 間 の 救 助 件 数

機
械
に
よ
る
事
故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他

火　災

交
通
事
故

自
然
災
害
事
故
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建
　
物

建
物
以
外

2 1 1 1 5

1 4 1 6

2 1 1 4

1 1 1 2 5

4 2 6

3 3

1 2 1 2 6

1 1 2 4

1 1 1 3

4 2 1 7

6 7 3 16 1 16 49

分 団 区 域 別 救 助 件 数

機
械
に
よ
る
事
故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他

火　災

交
通
事
故

（令和７年）

自
然
災
害
事
故

　　 事故種別

 地区別

野　田

管轄外

伊良湖岬

合　計

福　江

赤羽根

泉

中　部

童　浦

合
　
計

東　部

神　戸

南　部

建
物
に
よ
る
事
故

水
難
事
故
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建
　
物

建
物
以
外

1 1

1 1

3 1 4

1 1 2

2 1 2 5

1 2 1 4

1 1 1 3

1 3 4

2 1 1 1 5

1 1 1 2 5

1 1 2 4

1 1 2

1 3 1 5

1 1 1 3

1 1

6 7 3 16 1 16 49合　計

20～21時

21～22時

22～23時

23～24時

16～17時

17～18時

18～19時

19～20時

15～16時

０～１時

１～２時

２～３時

11～12時

３～４時

８～９時

９～10時

７～８時

自
然
災
害
事
故

　　 事故種別

 発生時間

13～14時

14～15時

水
難
事
故

12～13時

10～11時

４～５時

５～６時

６～７時

合
　
計

時 間 帯 別 救 助 件 数

機
械
に
よ
る
事
故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

そ
の
他

火　災

交
通
事
故

（令和７年）
建
物
に
よ
る
事
故
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予防・危険物 

45
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イ 劇場、映画館等

ロ 公会堂、集会場 54 113 167

イ キャバレー等

ロ 遊技場等 3 3

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等

ニ カラオケボックス等

イ 料理店等

ロ 飲食店 31 44 75

（４） 百貨店、マーケット等 55 32 87

イ 旅館、ホテル等 24 1 25

ロ 寄宿舎、共同住宅等 33 33

イ 病院・診療所・助産所 5 5

ロ 特別養護老人ホーム等 20 20

ハ 老人デイサービスセンター・保育園等 29 4 33

ニ 幼稚園・特別支援学校

（７） 小学校、中学校、高等学校等 25 6 31

（８） 図書館、博物館、美術館等 4 1 5

イ 蒸気浴場、熱気浴場等

ロ イに掲げる以外の公衆浴場

（10） 停車場、発着場等

（11） 神社、寺院、教会等 27 6 33

イ 工場、作業場 22 22

ロ 映画、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場

ロ 航空機等の格納庫

（14） 倉庫 2 2

（15） その他の事業所 32 7 39

イ 特定複合用途建物 58 7 65

ロ その他の複合用途建物

(16の2) 地下街

（17） 重要文化財等

424 221 645

（１）

（３）

（５）

防火管理者を必要とする防火対象物数
（令和８年４月１日現在）

防 火 対 象 物 の 区 分 合計甲種 乙種

（２）

（６）

合　　　　　　計

（９）

（13）

（16）

（12）
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イ 劇場、映画館等

ロ 公会堂、集会場 9 16 3 13 18 11 6 8 20 9 113

イ キャバレー等

ロ 遊技場等 3 1 1 5

ハ 性風俗関連特殊営業店舗等

ニ カラオケボックス等

イ 料理店等

ロ 飲食店 3 10 7 5 18 5 9 2 15 7 81

（４） 百貨店、マーケット等 10 23 9 2 25 5 11 3 33 2 123

イ 旅館、ホテル等 1 1 2 1 1 2 9 20 37

ロ 寄宿舎、共同住宅等 6 63 43 7 143 71 11 4 43 2 393

イ 病院・診療所・助産所 2 7 6 7 2 3 27

ロ 特別養護老人ホーム等 3 1 1 1 8 2 2 1 4 23

ハ 老人デイサービスセンター・保育園等 4 4 10 1 8 3 9 2 9 2 52

ニ 幼稚園・特別支援学校

（７） 小学校、中学校、高等学校等 5 9 23 2 19 5 13 3 23 2 104

（８） 図書館、博物館、美術館等 3 1 2 6

イ 蒸気浴場、熱気浴場等

ロ イに掲げる以外の公衆浴場

（10） 停車場、発着場等 1 1

（11） 神社、寺院、教会等 8 6 2 12 16 3 1 4 8 3 63

イ 工場、作業場 29 34 23 13 13 274 24 19 65 11 505

ロ 映画、テレビスタジオ

イ 自動車車庫、駐車場 1 1 5 7

ロ 航空機等の格納庫

（14） 倉庫 17 14 5 4 14 25 11 6 37 20 153

（15） その他の事業所 13 27 29 12 48 67 19 19 63 10 307

イ 特定複合用途建物 10 11 11 14 31 4 8 4 15 11 119

ロ その他の複合用途建物 10 8 5 6 18 4 1 1 3 56

(16の2) 地下街

（17） 重要文化財等

130 237 178 92 393 482 126 80 358 99 2175

（16）

合　　　　　　計

（３）

（５）

（６）

（９）

（12）

（13）

（１）

（２）

分 団 区 域 別 防 火 対 象 物 数（150㎡以上）
（令和８年４月１日現在）

　　　　　　　　　　　　 　　区域別

  防火対象物の区分

東
　
部

神
　
戸

南
　
部

野
　
田

中
　
部

童
　
浦

赤
羽
根

泉
福
江

伊
良
湖
岬

合
　
計
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３　階 2 17 12 4 70 23 9 6 28 6 177

４　階 14 4 8 5 1 4 6 42

５　階 1 1 3 10 1 1 17

６　階 1 1 1 3 4 1 1 12

７　階 2 1 3

８　階 1 1 2

９　階 1 1

１０階 1 1

１１階 1 1

合　　計 3 36 19 4 86 42 10 6 34 16 256

火 災 予 防 の 普 及 指 導 状 況

３ 階 以 上 の 防 火 対 象 物 数
（令和８年４月１日現在）

　　　区域別

 階 別

東
　
部

神
　
戸

南
　
部

野
　
田

中
　
部

童
　
浦

赤
羽
根

泉
福
　
江

伊
良
湖
岬

合
　
計

（令和７年度）

区　　　分
　　上段欄：実施回数

　　下段欄：（　）参加人数

防　火　指　導
４８回

３,４５４（人）

ポスター掲示 １回

消 防 署 見 学 ２６回

広 報 ・ 回 覧 ２回

市内放送（同報装置） ４回
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件数

自 動 火 災 報 知 設 備 73

誘 導 灯 設 備 33

非 常 警 報 設 備

避 難 器 具 設 備 6

屋 内 消 火 栓 設 備 1

屋 外 消 火 栓 設 備 2

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 2

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 1

水 噴 霧 消 火 設 備

泡 消 火 設 備

粉 末 消 火 設 備 1

火 災 通 報 装 置 3

消 防 用 水

消 火 器 具 14

連 結 送 水 管

連 結 散 水 設 備

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備 1

住 戸 用 自 動 火 災 報 知 設 備

共 同 住 宅 用 非 常 警 報 設 備

137

消 防 用 設 備 等 設 置 届 状 況

(令和７年度)

区　　　　　　分

合　　　　　　　計
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イ

ロ

イ

ロ

ハ

二

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

二

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

2

1

6
老人デイサービスセンター　・　保育園等

幼　稚　園　・　特別支援学校

9
イに掲げる以外の公衆浴場

病　院　・　診　療　所　・　助　産　所

3
飲　食　店 1

5
寄　宿　舎　・　共　同　住　宅　等 8

料　理　店　等

百貨店　・　マーケット  等

旅　館　・　ホ　テ　ル　等

7

特定複合用途建物

その他の複合用途建物

地　下　街

重要文化財等

合　計

一　般　住　宅

16

畜　舎

そ　の　他

17

倉　庫

その他の事業所

映画スタジオ・　テレビスタジオ等

航空機等の格納庫

特別養護老人ホーム等

小学校　・　中学校　・　高等学校等

図書館　・　博物館　・　美術館等

蒸気浴場　・　熱気浴場等

停　車　場　・　発　着　場　等

神　社　・　寺　院　・　教　会　等

工　場　・　作　業　場

自動車車庫　・　駐　車　場

81

6

13

23

1

1

2

9

7

劇　場　・　映　画　館　等

キ　ャ　バ　レ　ー　等

公　会　堂　・　集　会　場
1

2
遊　技　場　等

性風俗関連特殊営業店舗等

カ　ラ　オ　ケ　ボ　ッ　ク　ス　等

用 途 別 建 築 同 意 件 数
(令和７年度)

4

１６の２

7

8

10

11

14

15

12

13

件　数用　途　区　分
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小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

東 部 15 10 1 7 1 1 5 3 2

神 戸 27 19 7 4 7 1 8 4 4

南 部 15 10 2 4 1 3 5 4 1

野 田 7 5 1 3 1 2 2

中 部 7 5 1 4 2 1 1

童 浦 127 1 78 20 33 16 8 1 48 14 34

赤 羽 根 20 13 1 2 3 7 7 4 3

泉 17 13 9 1 3 4 2 2

福 江 59 43 9 18 1 5 10 16 10 6

伊良湖岬 13 8 1 1 5 1 5 3 2

合 計 307 1 204 35 84 18 31 3 31 2 102 47 55

分 団 区 域 別 危 険 物 施 設 数

(令和８年４月１日現在)  

　　　　施設別

　区域別

合

計

製

造

所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所
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小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

平成28年度 353 234 30 101 18 45 3 34 3 119 57 2 60

平成29年度 350 233 31 101 18 45 3 32 3 117 56 2 59

平成30年度 344 227 32 94 19 45 3 31 3 117 56 2 59

平成31年度 344 229 34 93 19 44 3 33 3 115 54 2 59

令和 2年度 339 227 34 92 19 44 3 33 2 112 53 2 57

令和 3年度 330 222 34 93 19 38 3 32 3 108 51 2 55

令和 4年度 308 207 35 83 19 34 3 31 2 101 49 1 51

令和 5年度 307 204 35 82 19 32 3 31 2 103 49 1 53

令和 6年度 320 1 214 37 90 19 33 3 30 2 105 47 1 57

令和 7年度 307 1 204 35 84 18 31 3 31 2 102 47 55

過去１０年間の危険物施設の推移

　　　　施設別

　年度別

合

計

製

造

所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所
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小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

5倍　以下 103 87 15 11 10 16 3 30 2 16 1 15

5倍を超え
10倍　以下

53 40 12 17 6 5 13 2 11

10倍を超え
50倍　以下

80 1 47 7 32 2 5 1 32 12 20

50倍を超え
100倍　以下

19 9 7 2 10 7 3

100倍を超え
150倍　以下

14 4 1 2 1 10 8 2

150倍を超え
200倍　以下

16 4 3 1 12 10 2

200倍を超え
1,000倍　以下

20 11 10 1 9 7 2

1,000倍を超え
5,000倍　以下

2 2 2

5,000倍を超え
10,000倍　以下

10,000倍    を
超えるもの

合　　計 307 1 204 35 84 18 31 3 31 2 102 47 55

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類 1 1 1

第 ４ 類 304 1 202 33 84 18 31 3 31 2 101 47 54

第 ５ 類

第 ６ 類

混 在 2 1 1 1 1

合 計 307 1 204 35 84 18 31 3 31 2 102 47 55

倍 数 別 ・ 類 別 危 険 物 施 設 数

(令和８年４月１日現在)  

　　　　施設別

　区　分

合

計

製

造

所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所
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小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

一

般

取

扱

所

設 置 許 可 3 2 2 1 1

変 更 許 可 225 1 8 2 4 2 216 7 209

他 行 政 庁
からの転入

設 置 完 成 2 2 2

変 更 完 成 191 2 1 1 189 7 182

転 入 の
完 成 検 査

仮使用承認 335 1 7 1 4 2 327 7 320

保 安 検 査

仮 貯 蔵
仮 取 扱

水 張 検 査

水 圧 検 査

危険物施設許可・検査・承認状況

令和７年度

　　　　施設別

　区　分

合

計

製

造

所

貯　　蔵　　所 取　　扱　　所

１４

１

55



（令和７年度）

9

178

3

3

危 険 作 業 開 始

資 料 提 出

危 険 物 製 造 所 等 休 止 （ 再 開 ）

危 険 物 製 造 所 等 譲 渡 （ 引 渡 ）

2,417

件 数

17

93

10

344

51

22

15

14

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ）

消 防 用 設 備 等 点 検 報 告

防 火 対 象 物 定 期 点 検 報 告

120

1,276

危 険 物 製 造 所 等 変 更

危 険 物 製 造 所 等 廃 止

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ）

29

1

114

60

保 安 統 括 管 理 者 選 任 （ 解 任 ）

保 安 監 督 者 選 任 （ 解 任 ）

煙 火 打 上 げ ・ 仕 掛 け

指 定 可 燃 物 貯 蔵 ・ 取 扱 い 開 始 （ 廃 止 ）

催 し 物 開 催

危 険 物 製 造 所 等 指 定 数 量 の 倍 数 変 更

炉 ・ ボ イ ラ ー 等 設 置

5

2

16

変 電 ・ 発 電 ・ 蓄 電 池 設 備 設 置

禁 止 行 為 の 解 除 承 認

合 計

諸 届 出 状 況

届 出 区 分

防 火 対 象 物 使 用 開 始

道 路 工 事

少 量 危 険 物 貯 蔵 ・ 取 扱 い 開 始 （ 廃 止 ）

圧縮アセチレンガス等貯蔵・取扱い開始（廃止）

35

水 素 ガ ス を 充 て ん す る 気 球

火 災 と ま ぎ ら わ し い 行 為
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通  信 
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保健所

他消防機関

警察署

海上保安庁

自衛隊

事業所

電気・ガス
会社

病院

消防無線

田
原
市
消
防
本
部

地

域

住

民

消防防災ネットワーク

愛知県
防災安全局

田原市
防災局

・安心安全ほっとメール
※田原市ホームページから
登録ができます。

・防災アプリ
※田原市ホームページから
インストールできます。

・気象観測情報ＷＥＢ
※田原市ホームページから

閲覧ができます。

・防災行政無線
啓発放送
緊急放送

・地域防災無線

愛知県
高度情報通信
ネットワーク

出動
要請

消防団

火災

救急

救助

相

互

連

携

出動指令
指令専用回線

東三河消防
指令センター

（豊橋市）

１１９番通報

緊急通報システム
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数 摘　　　　　　要

★代表電話４　ＦＡＸ３　★順次指令用２

★災害案内用１　　　★印はISDN回線

消防署２ 赤羽根分署２

渥美分署２　指揮車１　救急車５　

1 消防署１

1 消防署１

1 ※ぼうさいたはらしょうぼう（消防署）

1 消防署（受令機）

※たはらしょうぼうあかばね

※たはらしょうぼうあつみ

※とよはししょうぼう（共同運用）

消防本部１　消防署１　赤羽根分署１

渥美分署１

消防本部３　消防署１２　赤羽根分署５

渥美分署１１

消防本部１３　消防署１５　赤羽根分署６

渥美分署１０

アナログ 39 署活動用無線機(防災相互波含む)

車載 デジタル 24 消防団（受令機）

携帯 デジタル 19 消防団（受令機）

※印は無線の呼び出し名称

通 信 施 設 の 保 有 状 況

　携帯電話 12

衛星用１１９回線

デジタル

愛知県
高度情報通信
ネットワーク

無線固定局

衛星回線

デジタル

(令和８年４月１日現在)

種　　　　　別

電話回線

一般加入電話 10

デジタル

衛星携帯電話

消防用無線

基地局

44

陸上
移動局

車載

デジタル
携帯

3

半固定

31

4
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 種別

月別

１月 10 244 5 11 1 3 8 19 7 2 1 311

２月 19 238 2 4 2 1 6 20 16 4 312

３月 2 205 4 4 49 3 3 31 35 34 2 372

４月 1 203 2 7 1 1 3 27 1 17 2 265

５月 5 187 2 1 5 1 8 25 28 13 2 277

６月 2 191 3 2 1 6 24 2 33 2 266

７月 1 237 6 12 2 1 2 12 34 2 7 3 319

８月 6 219 6 5 1 1 3 6 20 5 11 2 285

９月 3 227 2 7 2 3 4 15 31 12 2 308

10月 5 199 4 6 1 1 1 1 27 5 23 273

11月 1 191 9 6 3 2 6 18 20 22 1 279

12月 8 243 4 3 1 6 3 6 46 4 17 1 342

計 63 2,584 46 69 70 9 24 69 306 156 195 18 3,609

いたずら
医療
情報

間違い テスト 訓練 合 計転 送

１　１　９　番　着　信　状　況

（令和７年）

問合せ火 災 救 急 救 助
その他
災害

その他
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消 防 団 
 

 

63



 

64



定　　　数

実　　　員

機能別

団
 
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
 
長

班
 
長

団
　
員

団
　
員

本　　部 1 3 1 1 9 1 16

東部分団 1 1 2 4 29 19 56

神戸分団 1 1 2 4 30 5 43

南部分団 1 1 2 4 37 3 48

野田分団 1 1 2 4 42 50

中部分団 1 1 2 4 46 6 60

童浦分団 1 1 2 4 22 12 42

赤羽根分団 1 2 3 6 54 14 80

泉分団 1 1 2 4 25 24 57

福江分団 1 3 4 8 90 6 112

伊良湖岬分団 1 2 3 6 25 12 49

合　計 1 3 10 14 25 49 409 102 613

機能別
団　員

団
　
長

副
団
長

分
団
長

副
分
団
長

部
　
長

班
　
長

団
　
員

団
　
員

　５年未満 1 7 191 21 220

　５年以上１０年未満 3 5 11 18 37 168 22 264

１０年以上１５年未満 1 5 2 7 5 46 55 121

１５年以上２０年未満 4 4 8

２０年以上２５年未満

２５年以上３０年未満

合　　　計 1 3 10 14 25 49 409 102 613

         （＊機能別団員は、基本団員年数含む）

６１３人

基　　本　　　　種類・階級

所   属

合
 
計

基　本　団　員　　　　種類・階級

　

　年　数

合
　
計

消　防　団　員　数

消 防 団 員 勤 続 年 数

（令和８年４月１日現在）

（令和８年４月１日現在）

７３０人
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機能別
団　員

 
団
　
長

 
副
団
長

 
分
団
長

副
分
団
長

 
部
　
長

 
班
　
長

 
団
　
員

 
団
　
員

２０歳 2 2

２１歳 3 3

２２歳 7 7

２３歳 19 19

２４歳 18 18

２５歳 28 28

２６歳 25 25

２７歳 34 34

２８歳 2 43 45

２９歳 3 46 49

３０歳 1 8 30 39

３１歳 1 3 7 32 43

３２歳 2 5 7 16 21 51

３３歳 6 9 11 10 18 54

３４歳 1 1 26 8 36

３５歳 19 6 25

３６歳 22 20 42

３７歳 1 7 12 20

３８歳 2 4 10 16

３９歳 2 7 9

４０歳 3 3

４１歳 6 6

４２歳 1 3 4

４３歳 1 8 9

４４歳 1 3 4

４５歳 1 5 6

４６歳 1 2 3

４７歳 2 2

４８歳 1 1

５２歳 1 6 7

５５歳 1 1

５６歳 1 1

５９歳 1 1

合　　　計 1 3 10 14 25 49 409 102 613

＊消防団員平均年齢 31.0歳

消　防　団　員　年　齢
（令和８年４月１日現在）

基　本　団　員

合
　
計

  　　種類・階級

　年　齢
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歴代消防役職者 
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消 防 長
代 氏　　名 在　籍　期　間 備　考

初代 鈴木 　泰 昭和47年 4月 1日～昭和50年 4月27日 町長兼務

２代 大谷 敏夫 昭和51年 1月 1日～昭和55年 3月31日 署長兼務

３代 寺田 康雄 昭和55年 4月 1日～昭和57年 3月31日 署長兼務

４代 渥美 昌夫 昭和57年 4月 1日～昭和58年 5月31日

５代 松井 　直 昭和58年 6月 1日～昭和59年 3月31日

６代 鈴木 　誠 昭和59年 4月 1日～平成 2年 3月31日

７代 尾原 昇一郎 平成 2年 4月 1日～平成 7年 3月31日

８代 鈴木 眞一郎 平成 7年 6月 1日～平成 9年 3月31日

９代 河合 直樹 平成 9年 4月 1日～平成13年 3月31日

１０代 山田 憲一 平成13年 4月 1日～平成14年 3月31日

１１代 鈴木 利雄 平成14年 4月 1日～平成20年 3月31日

１２代 立岩 正昭 平成20年 4月 1日～平成21年 3月31日

１３代 小川 道夫 平成21年 4月 1日～平成23年 3月31日

１４代 寺田 幸弘 平成23年 4月 1日～平成25年 3月31日

１５代 大根 義久 平成25年 4月 1日～平成28年 3月31日

１６代 大場 広之 平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日

１７代 三浦 修司 平成29年 4月 1日～平成31年 3月31日

１８代 山田 憲男 平成31年 4月 1日～令和 3年 3月31日

１９代 　 小山 光晴 令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月31日

２０代 　 浪崎 智彰 令和 5年 4月 1日～令和 7年 3月31日

２１代 　 柴田 高宏 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月31日

２２代 　 小林 史明 令和 8年 4月 1日～現在に至る

消防署長
代 氏　　名 在　籍　期　間 備　考

初代 大谷 敏夫 昭和47年 4月 1日～昭和54年11月30日
昭和51年1月1日から

消防長兼務

２代 寺田 康雄 昭和54年12月 1日～昭和57年 3月31日
昭和55年4月1日から

消防長兼務

３代 河合 直樹 昭和57年 4月 1日～昭和63年 3月31日 消防次長兼務

４代 尾原 昇一郎 昭和63年 4月 1日～平成 2年 3月31日 消防次長兼務

５代 彦坂 善弘 平成 2年 4月 1日～平成 6年 3月31日 消防次長兼務

６代 別所 克巳 平成 6年 4月 1日～平成11年 3月31日 消防次長兼務

７代 藤江 安文 平成11年 4月 1日～平成20年 3月31日
平成17年10月1日から

消防次長兼務

８代 寺田 幸弘 平成20年 4月 1日～平成23年 3月31日

９代 杉原　 護 平成23年 4月 1日～平成24年 3月31日 消防次長兼務

１０代 藤城 義徳 平成24年 4月 1日～平成27年 3月31日

１１代 大場 広之 平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日

１２代 鈴木 常雄 平成28年 4月 1日～平成30年 3月31日
平成29年4月1日から

消防次長兼務

１３代 岡本 長佳 平成30年 4月 1日～令和 2年 3月31日

１４代 　 小山 光晴 令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月31日

１５代 　 鈴木 智博 令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月31日

１６代 　 浪崎 智彰 令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月31日 消防次長兼務

１７代 　 小林 史明 令和 5年 4月 1日～令和 7年 3月31日

１８代 　 江角 幸二 令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月31日

１９代 　 小久保 勝文 令和 8年 4月 1日～現在に至る

歴 代 消 防 長 ・ 消 防 署 長
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団長
氏　　名 在　籍　期　間 備　　考

　　山田 一美 昭和30年 1月 1日～昭和38年 2月 2日

　　河合 主税 昭和38年 5月11日～昭和42年 5月10日

　　亀井 明之 昭和42年 5月11日～平成元年 6月 7日

　　河合 信一 平成元年 6月 8日～平成 5年 6月 7日

　　渡邊 佳成 平成 5年 6月 8日～平成 7年 6月 7日

　　河合 義次 平成 7年 6月 8日～平成10年 8月17日

　　亀田 俊春 平成10年10月 1日～平成13年 3月31日

　　加子 吉主 平成13年 4月 1日～平成18年 3月31日

　　眞木 泰弘 平成18年 4月 1日～平成20年 3月31日

　　今泉 隆一 平成20年 4月 1日～平成24年 3月31日

　　榊原 源一 平成24年 4月 1日～平成26年 3月31日

　　瓜生 陽一 平成26年 4月 1日～平成28年 3月31日

　　鈴木 辰也 平成28年 4月 1日～平成30年 3月31日

　　大河 寿文 平成30年 4月 1日～令和 2年 3月31日

　　中神 通文 令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月31日

　　小林 篤史 令和 4年 4月 1日～令和 6年 3月31日

　　河合 真樹 令和 6年 4月 1日～令和 8年 3月31日

　　眞木 喬弘 令和 8年 4月 1日～現在に至る

副団長
氏　　名 在　籍　期　間 備　　考

　　河合　 正 昭和30年 1月 1日～昭和34年 3月31日

　　鈴木 眞次 昭和30年 1月 1日～昭和31年 5月 8日

　　山田 武雄 昭和30年 1月 1日～昭和32年 4月 1日

　　清水 輝一 昭和30年 1月 1日～昭和34年 3月31日

　　大羽　 弘 昭和31年 5月 8日～昭和33年 3月31日

　　菰田 勇雄 昭和32年 4月10日～昭和40年 3月31日

　　河合 善嗣 昭和33年 4月 1日～昭和38年 5月11日

　　河合 主税 昭和34年 4月 1日～昭和36年 4月26日

　　西山　 修 昭和34年 4月 1日～昭和36年 4月26日

　　林　　 健 昭和36年 4月26日～昭和38年 5月11日

　　大河 寛一 昭和36年 4月26日～昭和38年 5月11日

　　亀井 明之 昭和38年 5月11日～昭和42年 5月10日

　　大谷 敏夫 昭和38年 5月11日～昭和46年 8月31日

　　菰田 賢一郎 昭和42年 5月11日～昭和50年 5月10日

歴 代 消 防 団 正 副 団 長
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　　福井 武一郎 昭和50年 5月11日～昭和62年 5月10日

　　河合 信一 昭和62年 7月 7日～平成元年 6月 7日

　　渡邊 保政 平成元年 6月30日～平成 5年 6月29日

　　冨田 雅則 平成 5年 6月30日～平成 7年 6月29日

　　亀田 俊春 平成 7年 6月30日～平成10年 9月30日

　　鈴木 利仁 平成10年10月 1日～平成11年 3月31日

　　加子 吉主 平成11年 4月 1日～平成13年 3月31日

　　眞木 泰弘 平成13年 4月 1日～平成18年 3月31日

　　鈴木 　啓 平成15年 8月20日～平成18年 3月31日 平成１４年４月１日から
赤羽根町消防団副団長

　　杉浦 弘樹 平成17年10月 1日～平成19年 3月31日 平成１７年４月１日から
渥美町消防団副団長

　　今泉 隆一 平成18年 4月 1日～平成20年 3月31日

　　渡邊 邦通 平成18年 4月 1日～平成22年 3月31日

　　宮本 智弘 平成19年 4月 1日～平成23年 3月31日

　　榊原 源一 平成20年 4月 1日～平成24年 3月31日

　　杉原 正仁 平成22年 4月 1日～平成24年 3月31日

　　石川   易 平成23年 4月 1日～平成25年 3月31日

　　瓜生 陽一 平成24年 4月 1日～平成26年 3月31日

　　中村 一徳 平成24年 4月 1日～平成26年 3月31日

　　渡會 祥三 平成25年 4月 1日～平成27年 3月31日

　　鈴木 辰也 平成26年 4月 1日～平成28年 3月31日

　　土井 文好 平成27年 4月 1日～平成29年 3月31日

　　近藤 之彦 平成26年 4月 1日～平成30年 3月31日

　　大河 寿文 平成28年 4月 1日～平成30年 3月31日

　　盛田 哲成 平成29年 4月 1日～平成31年 3月31日

　　中神 通文 平成30年 4月 1日～令和 2年 3月31日

　　渡會 晃敏 平成30年 4月 1日～令和 2年 3月31日

　　田中 正規 平成31年 4月 1日～令和 3年 3月31日

　　小林 篤史    令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月31日

　　伊奈 継人    令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月31日

　　川口 広満 　 令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月31日

　　河合 真樹 　 令和 4年 4月 1日～令和 6年 3月31日

　　渡邊 真希 　 令和 4年 4月 1日～令和 6年 3月31日

　　岩田 　周 　 令和 5年 4月 1日～令和 7年 3月31日

　　眞木 喬弘 　 令和 6年 4月 1日～令和 8年 3月31日

　　伊藤 康文 　 令和 6年 4月 1日～令和 8年 3月31日

　　小久保 和治 　 令和 7年 4月 1日～現在に至る
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　　藤江 信彰 　 令和 8年 4月 1日～現在に至る

　　岸上 株久 　 令和 8年 4月 1日～現在に至る

72



附 属 資 料 
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防  災 
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自主防災会の組織（例） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
田原市地域 
ｺﾐｭﾆﾃｨ連合会 

 
自主防災会設置状況 
コミュニティ

協議会 
自主防災会 組織数 

六連 長上、久美原、浜田、百々、新浜 ５ 

神戸 
川岸、漆田一区、漆田二区、漆田三区、東赤石、サンコート、市場、青津、
希望が丘、赤松、志田、新美、南町、谷ノ口、東ヶ谷 

１５ 

大草 大草 １ 

田原東部 相川、谷熊、やぐま台、豊島、御殿山 ５ 

田原南部 大久保 １ 

童浦 
吉胡、木綿台、吉胡台、浦、西浦、波瀬、姫見台、片浜、白谷、光崎、片西 
童台 

１２ 

田原中部 
一番東、一番西、三番組、四番組東、四番組西、四番組南、蔵王東ヶ丘、
蔵王南ヶ丘、萱町、本町、新町 

１１ 

衣笠 加治、衣笠、八軒家、藤七原、鎌田、東滝頭、赤石 ７ 

野田 
芦、南、彦田、雲明、保井、東馬草、山ノ神、西馬草、今方、北海道、 
野田市場、仁崎、ほると台 

１３ 

高松 高松 １ 

赤羽根 赤羽根東、赤羽根中、赤羽根西 ３ 

若戸 池尻、若見、越戸 ３ 

和地 和地、土田 ２ 

堀切 堀切、小塩津 ２ 

伊良湖 伊良湖、日出 ２ 

亀山 亀山、西山 ２ 

中山 中山、小中山 ２ 

福江 長沢、福江、保美、向新 ４ 

清田 山田、高木、折立、古田 ４ 

泉 宇津江、江比間、八王子、村松、馬伏、伊川津、石神、夕陽が浜 ８ 

合  計 １０３ 

 
 

○○自主防災会 情報班 

救出救護班 

避難誘導班 

給食給水班 

(情報の収集伝達、広報活動) 

(水・食糧等の配分、炊き
出し等の給食・給水活動) 

自 衛 消 防 隊 

（消火、救助救出、避難誘導の活動、指示） 

女性クラブ 

会長 

副会長 

役員 

消火班  (出火防止、消火器等による消火活動) コ
ミ
 
ニ
テ
  

協
議
会
長 

防災リーダー 
(負傷者の救出救護活動) (サブリーダー) 

(住民の避難誘導活動) 

○○自主防災会 

衛生班 （被災地の防疫、衛生活動）   

○○自主防災会 (防災意識の高揚、啓発及び
防災情報の伝達) 

要配慮者支援班 (配慮者への支援活動) 

77



地震災害避難場所 

番号 
コミュニティ

協議会 
地震避難場所名 避難地区名 

1 六連 六連小学校運動場 長上、久美原、浜田、百々、新浜 

2 神戸 東部中学校運動場 川岸、漆田一区、漆田二区、漆田三区、神戸市場 

3 神戸 
愛知みなみ農協ふれあ

い支店前広場 
東赤石、サンコート 

4 神戸 神戸小学校運動場 
青津、希望が丘、赤松、志田、新美、南町、谷ノ口、

東ヶ谷 

5 大草 大草小学校運動場 大草、大草団地 

6 田原東部 田原東部市民館前広場 相川、谷熊、やぐま台 

7 田原東部 田原東部小学校運動場 豊島、御殿山 

8 田原南部 田原南部市民館前広場 大久保 

9 童浦 童浦小学校運動場 吉胡、木綿台、吉胡台、片浜、白谷、片西 

10 童浦 童浦市民館前広場 浦、童台 

11 童浦 笠山農村広場 西浦、波瀬、姫見台、光崎 

12 田原中部 田原中学校運動場 
一番東、一番西、三番組、四番組東、四番組西、

四番組南、蔵王東ヶ丘、蔵王南ヶ丘 

13 田原中部 田原中部小学校運動場 萱町一区、萱町二区、萱町三区 

14 田原中部 成章高校運動場 本町、新町 

15 衣笠 衣笠小学校運動場 
加治、衣笠、八軒家、藤七原、鎌田、東滝頭、 

赤石 

16 野田 
芦ケ池農業公園サンテ

ドーム前広場 
芦 

17 野田 
ふるさと教育センター

屋外運動場 
南、彦田、雲明、野田市場 

18 野田 野田小学校運動場 
保井、東馬草、山ノ神、西馬草、今方、北海道、

仁崎、ほると台 

19 高松 高松小学校運動場 高松 

20 赤羽根 赤羽根中学校運動場 赤東、赤中、赤西 

21 若戸 若戸小学校運動場 池尻、若見、越戸 

22 和地 和地市民館前広場 和地、土田 

23 堀切 伊良湖岬小学校運動場 小塩津、和地一色 

24 堀切 渥美運動公園野球場 堀切 

25 伊良湖 旧伊良湖小学校運動場 伊良湖、日出 
26 亀山 亀山小学校運動場 亀山、西山 
27 中山 中山小学校運動場 小中山 
28 中山 福江中学校運動場 中山、向山、福江の一部 
29 福江 福江小学校運動場 長沢、福江の一部を除く、保美 
30 清田 清田小学校運動場 山田、高木、折立、古田 

31 泉 泉小学校運動場 江比間（紺屋川以西）、伊川津、石神、夕陽が浜 

32 泉 泉市民館前広場 宇津江、江比間（紺屋川以東）、八王子、村松、馬伏 
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地震避難所 

番号 
コミュニティ

協議会 
地震避難所施設名 避難地区名 

1 六連 六連小学校 長上、久美原、浜田、百々、新浜 

2 神戸 東部中学校 川岸、漆田一区、漆田二区、漆田三区、神戸市場 

3 神戸 神戸市民館 東赤石、サンコート 

4 神戸 神戸小学校 
青津、希望が丘、赤松、志田、新美、南町、 

谷ノ口、東ヶ谷 

5 大草 大草小学校 大草、大草団地 

6 田原東部 田原東部市民館 相川、谷熊、やぐま台 

7 田原東部 田原東部小学校 豊島、御殿山 

8 田原南部 田原南部市民館 大久保 

9 童浦 童浦小学校 
吉胡、木綿台、吉胡台、片浜、白谷、片西、西浦、

波瀬、姫見台 

10 童浦 童浦市民館、浦区事務所 浦、光崎、童台 

11 
田原中部 田原中学校 一番東、一番西、三番組、四番組東、四番組西、四

番組南、蔵王東ヶ丘、蔵王南ヶ丘 
12 田原中部 田原中部小学校 萱町一区、萱町二区、萱町三区 
13 田原中部 成章高校 本町、新町 

14 
衣笠 衣笠小学校 加治、衣笠、八軒家、藤七原、鎌田、東滝頭、 

赤石 

15 野田 芦ケ池農業公園サンテドーム 芦 

16 
野田 野田小学校 南、彦田、雲明、保井、東馬草、山ノ神、西馬草、

今方、北海道、野田市場、仁崎、ほると台 
17 高松 高松小学校 高松 
18 赤羽根 赤羽根中学校 赤東、赤中、赤西 
19 若戸 若戸市民館 池尻、若見、越戸 
20 和地 和地市民館 和地、土田 
21 堀切 伊良湖岬小学校 小塩津、和地一色 

22 堀切 渥美運動公園体育館 堀切 

23 伊良湖 伊良湖市民館 伊良湖、日出 

24 亀山 亀山小学校 亀山、西山 

25 中山 中山小学校  ※第１次 小中山 

26 中山 福江中学校 中山、向山、福江の一部 

27 福江 福江小学校 長沢、福江の一部を除く、保美 

28 清田 清田小学校 山田、高木、折立、古田 

29 泉 泉小学校   ※第１次 江比間（紺屋川以西）、伊川津、石神、夕陽が浜 

30 泉 泉市民館   ※第１次 
宇津江、江比間（紺屋川以東）、八王子、村松、

馬伏 

31  渥美文化会館 ※第２次 小中山、宇津江、江比間、石神、夕陽が浜 

32  福江高校体育館  ※第２次 八王子、村松、馬伏、伊川津 
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風水害避難所 

番号 
コミュニティ

協議会 
風水害避難所施設名 避難コミュニティ協議会名 

1 六連 六連市民館 六連 

2 神戸 神戸市民館 神戸 

3 大草 大草市民館 大草 

4 田原東部 田原東部市民館 田原東部 

5 田原南部 田原南部市民館 田原南部 

6 童浦 童浦市民館 童浦 

7 田原中部 崋山会館 田原中部 

8 衣笠 衣笠市民館 衣笠 

9 野田 野田市民館 野田 

10 高松 高松市民館 高松 

11 赤羽根 赤羽根市民館 赤羽根 

12 若戸 若戸市民館 若戸 

13 和地 和地市民館 和地 

14 堀切 堀切市民館 堀切 

15 伊良湖 伊良湖市民館 伊良湖 

16 亀山 亀山市民館 亀山 

17 中山 中山市民館 中山 

18 福江 福江市民館 福江 

19 清田 清田市民館 清田 

20 泉 泉市民館 泉 
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飲料水兼用耐震性貯水槽整備状況 

設置年度 容 量 設置場所 

平成 ７年度 １００ｔ・１００ｔ 田原中学校・中山市民館 

平成 ８年度 ６０ｔ・６０ｔ 田原福祉センター・旧福江市民館 

平成１０年度 ６０ｔ 泉小学校 

平成１１年度 ６０ｔ 神戸市民館 

平成１４年度 ６０ｔ 田原中部市民館 

平成１５年度 ６０ｔ セントファーレ 

平成１７年度 ６０ｔ 赤羽根市民館 

平成２０年度 ６０ｔ 童浦市民館 

合 計 ６８０ｔ １０か所 

 
 
コミュニティ協議会可搬式小型動力ポンプ配置状況 

コミュニティ

協議会 
配   置   地   区 配置台数 

神戸 川岸、漆田二区、漆田三区、東ヶ谷 ４ 

田原東部 やぐま台、豊島 ２ 

童浦 吉胡、浦、波瀬、片浜、白谷 ５ 

田原中部 巴江町内会、萱町町内会、本町、新町 ４ 

衣笠 加治、八軒家、藤七原 ３ 

野田 芦、南、東馬草・西馬草（共有管理） ３ 

堀切 堀切 １ 

中山 中山、小中山 ２ 

福江 福江 １ 

泉 宇津江、江比間、八王子、伊川津、石神 ５ 

合   計 ３０ 
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防災行政無線設備設置状況 

種 別 装  置 数量 設置場所又は常置 場所 

固定系 親局 １ 田原市役所 

中継局 １ 大山中継局 

子局 ２５１ 市内２５１か所（内回転灯付３６か所） 

地区遠隔装置 １ 田原市役所 

遠隔制御器 １ 田原市消防署 

全国瞬時警報システム 
（Ｊ－ＡＬＥＲＴ） 

１ 田原市役所 

デジタル 
統制局 １ 市役所 

地域 
固定局 ４ 市役所、蔵王山、赤羽根文化の森、大山 

防災無線 
基地局 ３ 蔵王山、赤羽根文化の森、大山 

 
移動局（半固定型） ６４  

 
移動局（携帯型） １０８  

 
移動局（車載型）   

 
統制局用遠隔制御装置 ６ 市役所内 
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気  象 
気象観測点：田原市消防署  
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　　 月別

　風速

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

合
計

0.5m/s以下 5 5

0.6～1.5 1 2 6 5 9 1 6 11 3 2 46

1.6～2.5 4 2 5 5 6 12 15 18 12 6 7 8 100

2.6～3.5 1 3 3 7 6 6 3 8 5 4 3 2 51

3.6～4.5 3 1 5 3 5 3 3 3 3 5 8 4 46

4.6～5.5 5 6 2 2 2 2 1 1 2 1 4 28

5.6～6.5 6 2 5 2 2 2 4 2 25

6.6～7.5 6 4 2 3 1 1 2 2 21

7.6～8.5 2 3 3 2 1 1 1 4 17

8.6m/s以上 4 9 3 1 2 1 1 2 3 26

合　計 31 28 31 30 31 30 31 31 30 31 30 31 365

4.0 m/s

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

25.6 31.1 29.1 29.1 24.9 26.0 17.4 15.8 27.0 24.1 26.3 29.7

5.7 6.9 4.3 4.6 3.7 2.9 2.2 2.5 2.7 2.9 4.2 4.8月平均風速

    

月  別　風　速　状　況

最大瞬間風速

月　別　日　平　均　風　速

（令和７年　日平均）

年間平均風速

（令和７年）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

風
速
（
ｍ
／
ｓ
）

最大瞬間風速
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　　　　　月別

 区分

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

北 0.2 0.0 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4 0.2 0.2 0.9 0.6 0.3

北北東 0.1 0.0 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.1 0.2

北東 0.0 0.0 0.3 0.5 0.6 1.0 1.1 0.6 1.2 0.7 0.3 0.3

東北東 0.6 0.1 0.7 3.1 2.8 4.2 5.8 2.8 4.8 3.4 1.2 1.6

東 0.5 0.0 3.6 8.8 16.7 12.1 13.5 7.8 14.6 15.1 2.5 2.7

東南東 0.0 0.1 3.8 8.4 10.7 14.4 22.8 10.8 14.2 11.3 1.8 1.5

南東 0.0 0.3 1.1 4.1 6.2 10.4 16.3 8.5 4.9 1.9 0.3 0.8

南南東 0.0 0.1 0.8 2.4 3.2 5.9 8.8 6.0 2.4 0.4 0.0 0.2

南 0.0 0.0 0.2 1.2 1.5 1.7 2.0 3.9 3.0 0.1 0.0 0.1

南南西 0.0 0.0 0.1 1.5 1.4 1.2 0.5 7.7 1.8 0.0 0.0 0.0

南西 0.1 0.0 0.2 0.7 0.9 0.8 0.4 5.0 1.8 0.1 0.0 0.0

西南西 0.7 0.7 1.1 1.1 1.1 1.2 0.7 4.0 1.9 0.4 0.8 0.3

西 52.5 61.2 38.3 41.9 27.5 23.1 4.7 21.4 24.2 27.1 51.4 50.1

西北西 36.4 31.3 18.9 16.0 11.3 9.3 3.6 8.0 11.8 15.0 24.8 28.5

北西 5.0 3.0 3.1 3.1 3.7 2.5 1.3 1.9 1.4 6.9 7.4 5.8

北北西 0.6 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.1 0.3 2.0 1.1 0.8

静穏 3.3 3.0 27.0 6.5 11.6 11.2 17.6 11.0 11.2 14.4 7.7 6.8

月　別　風　向　頻　度　（％）

（令和７年）

※　静穏とは、ほとんど無風の状態（風速0.3m/s未満）
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年間平均気温 ℃

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

最高気温 12.7 12.4 22.4 26.1 27.7 33.8 34.1 35.6 34.0 29.5 20.2 18.5

平均気温 6.0 4.6 10.5 14.9 18.5 23.5 27.6 28.7 26.3 20.1 13.5 9.2

最低気温 0.3 -1.3 2.2 6.5 11.2 16.4 23.2 24.2 19.2 10.9 4.8 1.7

年間平均湿度 ％

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平 均 湿 度 65.9 65.2 59.7 66.3 75.3 81.1 82.9 78.3 78.6 77.6 66.3 67.1

最 低 湿 度 34.7 35.0 19.4 14.9 22.4 27.7 44.1 42.5 43.8 40.5 36.6 34.9

平均実効湿度 66.0 65.3 59.0 66.0 73.6 80.6 83.0 78.2 78.7 77.5 66.3 67.0

※実効湿度：木材の乾燥の程度を表す指数で、数日前からの湿度を考慮に入れて計算する。
　　　　　　実効湿度が50～60%以下になると火災の危険性が高まる。

33.0

17.0

月  別  気  温  状  況

月　別　湿　度　状　況

（令和７年）

（令和７年）
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年間総雨量　 ｍｍ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日最高雨量 21.5 5.5 43.0 71.5 56.5 49.0 78.5 4.0 108.0 60.0 19.5 52.0

月総降雨量 27.0 16.0 95.5 165.5 274.0 226.5 179.0 6.5 249.0 108.5 36.0 95.0

年間降雨日数 97 日

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月降雨日数 4 6 9 11 17 11 7 2 7 13 4 6

月　別　降　雨　状　況

（令和７年）

月　別　降　雨　日　数　状　況

（令和７年）

1,478.5

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500
550

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降
雨
量
（
㎜
）

日最高雨量 月総降雨量

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日

数

月降雨日数

88


